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夕闇に舞う
名川秋まつり
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　９月８日から１０日までの
３日間行われた「名川秋まつ
り」。山車の上では連日、夜遅
くまで手踊りが披露されて
いました。

今月の表紙

 ０２　特集・あなたの良識で、裁
　　く。

 ０８　青森県民駅伝競走大会・町
　　の部で初優勝

 １０　タウンニュース＆インフォ

 １２　名川秋まつり、とまべちま
　　つり

 １３　達者人コラム

 １４　わたしたちのふるさと「達
　　者村」に向けて

 １５　達者村認証産品

 １６　くらしのカレンダー

 １８　まちの話題

 ２０　Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー

 ２２　高齢者インフルエンザ予防
　　接種

 ２４　子育て支援センター

 ２６　バーデパークだより

 ２７　としょしつ通信

 ２８　お知らせ

 ３２　味覚の秋、到来。

青森地方裁判所第１号法廷

　

来
年

月　

日
か
ら
は
じ
ま
る

２１

「
裁
判
員
制
度
」。
こ
の
制
度
は
、
裁

判
員
と
し
て
選
ば
れ
た
国
民
が
、
被

告
人
の
有
罪
・
無
罪
、
そ
し
て
有
罪

の
場
合
の
刑
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決

め
る
も
の
。

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
、
不

安
や
戸
惑
い
を
持
つ
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
不
安
に
な
る
ほ
ど
わ

た
し
た
ち
は
裁
判
員
制
度
の
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

裁
判
所
か
ら
の
通
知
を
手
に
し
て

か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
。
慌
て
な
い
心

構
え
を
今
か
ら
し
て
お
く
必
要
が
わ

た
し
た
ち
に
あ
る
。

　

裁
判
員
制
度
実
施
ま
で
、
お
よ
そ

７
カ
月
。
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
司
法
の

扉
は
、
も
う
す
ぐ
開
か
れ
る
。
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成　

年
５
月　

日
に
「
裁

１６

２１

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁

判
に
関
す
る
法
律
（
裁
判
員
法
）」

が
成
立
し
、
来
年
５
月　

日
か
ら

２１

裁
判
員
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
６
人
の
裁
判
員
が
刑

事
裁
判
に
参
加
し
、

人
の
裁
判

官
と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪
か
ど

う
か
、
有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う

な
刑
に
す
る
の
か
を
決
め
る
制
度

で
す
。

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
国
民
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
裁
判
官

と
一
緒
に
判
決
の
内
容
を
決
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
が
分
か
り

や
す
く
、
ま
た
、
内
容
が
国
民
の

視
点
や
感
覚
を
反
映
し
た
も
の
に

な
り
、
司
法
に
対
す
る
国
民
の
信

頼
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
の
対
象
に
な
る
事

件
は
、
殺
人
や
強
盗
致
死
傷
な
ど

国
民
の
関
心
の
高
い
重
大
な
犯
罪

に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、

 
【
殺
人
】 

人
を
殺
し
た
場
合
。

 
【 
強  
盗  
致  
死  
傷 
】 

強
盗
が
人
に
け

ご
う 
と
う 

ち 

し 

し
ょ
う

が
を
さ
せ
、
あ
る
い
は
死
亡
さ

せ
て
し
ま
っ
た
場
合
。

 
【 
傷  
害  
致  
死 
】
人
に
け
が
を
さ
せ
、

し
ょ 
う
が 
い
ち 

し

死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
。

 
【 
危  
険  
運  
転  
致  
死 
】 

泥
酔
し
た
状

き 

け
ん 
う
ん 
て
ん 

ち 

し

態
で
自
動
車
を
運
転
し
て
人
を

ひ
き
、
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
。

 
【 
現  
住  
建  
造  
物  
等  
放  
火 
】 

人
の
住

げ
ん 
じ
ゅ 
う
け 
ん
ぞ 
う
ぶ 
つ
と 
う
ほ 
う
か

む
家
に
放
火
し
た
場
合
。

 
【 
身 
の

み

 
代  
金  
目  
的  
誘  
拐 
】 

身
の
代

し
ろ 
き
ん 
も
く 
て
き 
ゆ
う 
か
い

金
を
取
る
目
的
で
人
を
誘
拐
し

た
場
合
。

 
【 
保  
護  
責  
任  
者  
遺  
棄  
致  
死 
】 

子
ど

ほ 

ご 

せ
き 
に
ん 
し
ゃ 

い 

き 

ち 

し

も
に
食
事
を
与
え
ず
放
置
し
た

た
め
、
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場

合
。

が
あ
り
、
ほ
か
に
も
「
銃
刀
法
違

反
の
一
部
」「
通
貨
偽
造
」「
覚
せ

い
剤
取
締
法
違
反
の
一
部
」
な
ど

の
犯
罪
も
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
青
森
県
民
は
、
青

森
地
方
裁
判
所
（
青
森
市
）
へ
行

き
、
県
内
で
起
き
た
刑
事
裁
判
を

担
当
し
ま
す
。

　

青
森
地
方
裁
判
所
で
の
平
成　
１８

年
の
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
数
は

　

件
。
全
国
平
均
の　

件
を
下
回

２５

６２

る
も
の
の
、
東
北
六
県
で
は
宮
城

県
（　

件
）、
福
島
県
（　

件
）
に

５４

４２

次
ぎ

番
目
に
多
い
事
件
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
、
青
森
県
の
裁
判
員
候
補

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
予
定
数
は

１
千

百
人
。
県
内
の
有
権
者
数

を
基
に
試
算
す
る
と
、
６
５
５
人

に
一
人
の
確
率
で
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
は
５
月
か
ら
の
制

度
開
始
と
な
る
た
め
、
平
成　

年
２２

以
降
の
登
録
者
数
は
増
え
る
見
込

み
で
す
。

裁判というものを、傍聴することしかできなかった国民。

今、国民が裁判に参加するという大きな波が

司法の世界に押し寄せている。

わたしたちは、裁判で何をするのだろう。

司法は、わたしたちに何を求めているのだろう。

司法の世界に大きな波

平

裁

判

員

制

度

Ｑ
＆
А

Ａ 

原
則
と
し
て
辞
退
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、　

歳
以

７０

上
の
人
、
会
期
中
の
議
会
議
員
、
学
生
・
生
徒
、
重
い

病
気
ま
た
は
け
が
な
ど
、
裁
判
所
が
認
め
た
人
は
辞

退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 

裁
判
員
を
辞
退
で
き
ま
す
か
？

Ｑ 

裁
判
の
期
間
が
延
び
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ 

期
間
が
延
び
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
万

一
、
裁
判
の
期
間
が
延
び
た
場
合
は
、
改
め
て
裁
判
員

の
都
合
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

裁
判
は
１
日
に
何
時
間
く
ら
い
行
わ
れ
ま
す
か
？

Ａ 

通
常
は
１
日
５
時
間
程
度
で
す
。

Ｑ 

何
日
く
ら
い
裁
判
所
に
行
く
の
で
す
か
？

Ａ 

約

割
の
事
件
が

日
以
内
で
終
わ
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ 

呼
ば
れ
る
日
時
は
、 い
つ
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

Ａ 

裁
判
の
６
週
間
前
ま
で
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

Ａ 

旅
費
（
交
通
費
）
と
日
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

Ｑ 

交
通
費
等
は
支
払
わ
れ
ま
す
か
？

Ｑ 

日
当
は
、
い
く
ら
で
す
か
。

Ａ 

裁
判
員
候
補
者
は
１
日

千
円
以
内
、
裁
判
員
・
補
充

裁
判
員
は
１
日
１
万
円
以
内
で
す
。

名
簿
登
録
は
６
５
５
人
に
一
人

東
北
３
番
目
の
事
件
数

重
大
な
犯
罪
事
件
を
担
当
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公平誠実な務めに、 仕事や学歴は関係ない。

裁判員は２０歳以上の有権者の中からくじにより抽選で選ばれるが、

いきなり裁判員として選任されるものではない。

裁判員候補者に選ばれた人は裁判当日、青森地方裁判所へ行き、

集まった候補者の中から６人が裁判員として選任される。

　

選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
翌
年
の
裁
判
員
候
補
者
と
な
る
人
を
選
び
、

裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
り
ま
す
。

　

南
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
青
森
地
方
裁
判
所
の
依
頼
を
受
け
、　

１０

月　

日
ま
で
に
く
じ
で
選
ん
だ
候
補
者
名
簿
を
提
出
し
ま
す
。

１５

　

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
期
間
は
、
毎
年
１
月
か
ら　

月
ま
で
で
す
。

１２

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た
人
に
は
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
の
通

知
と
と
も
に
、
裁
判
員
に
な
れ
な
い
事
情
を
尋
ね
る
た
め
の
調
査
票
が
送
ら

れ
ま
す
。

　

通
知
お
よ
び
調
査
票
は
、
最
高
裁
判
所
か
ら
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

事
件
ご
と
に
、
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
に
よ
り
裁
判
員
候
補

者
を
選
び
ま
す
。
選
ば
れ
る
人
数
は
事
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
通
常

は　

人
か
ら
１
０
０
人
程
度
と
な
り
ま
す
。

５０

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
に
、
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

同
封
さ
れ
る
質
問
票
は
辞
退
事
由
の
有
無
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
、
辞

退
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
裁
判
所
へ
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ
お
よ
び
質
問
票
は
、
青
森
地
方
裁
判
所
か
ら

送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

名
簿
の
作
成

候
補
者
へ
調
査
票
と
と
も
に
通
知

裁
判
員
候
補
者
の
選
定

選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ
・
質
問
票
の
送
付

前年の秋ごろ前年の１２月ごろ裁判の６週間前まで

裁判員の選ばれ方

裁

判

員

制

度

Ｑ
＆
А

Ａ 

法
廷
で
見
聞
き
し
た
こ
と
で
あ
れ
ば
話

し
て
も
大
丈
夫
で
す
。
た
だ
し
、
被
害

者
な
ど
事
件
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
事
項
や
、
裁
判
員
の
名
前
、
評

議
室
で
他
の
裁
判
員
や
裁
判
官
が
発
言

Ｑ 

裁
判
の
内
容
は
話
し
て
も
い
い
の
？

Ａ 

は
い
。
裁
判
の
結
論
を
出
す
た
め
に
は
、

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
裁
判
員
と
裁
判
官
が

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
の

で
、
自
由
に
自
分
の
気
付
い
た
と
こ
ろ

か
ら
述
べ
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、

意
見
を
変
え
る
こ
と
も
自
由
で
す
。

Ｑ 

必
ず
意
見
を
言
う
の
で
す
か
？

Ａ 

裁
判
員
候
補
者
や
裁
判
員
に
選
ば
れ
た

人
が
、
正
当
な
理
由
も
な
く
裁
判
所
に

行
か
な
い
場
合
、　

万
円
以
下
の
過
料

１０

に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ 

行
か
な
い
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ 

被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
な
ど
、
議
論

を
尽
く
し
て
も
全
員
の
意
見
が
一
致
し

な
い
場
合
、
多
数
決
で
結
論
を
出
し
ま

す
。
た
だ
し
、
裁
判
官
１
人
以
上
が
多

数
意
見
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

Ｑ 

意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
ら
？

特集 あなたの良識で、裁く。
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人間味ある判決に期待

小泉  敬 
けい

 諭  さん（小泉）
ゆ

　裁判員制度では、裁判に
参加した国民の意見も取り
入れられるので、事件に
よっては人間味ある判決が
でることを期待します。人
の人生を決めることなの
で、慎重に議論しなければ
ならないと考えます。
　裁判員に選ばれることは
抵抗ありませんが、 飲食店を
経営しているので、 店を閉め
ることに少し悩みますね。

事件に先入観を

　　 持ってしまいそう

伊藤  紀 
のり

 恵  さん（下名久井）
え

　もし裁判員に選ばれたら、
テレビや新聞などマスコミ
に左右され、 事件の真実を見
極められるか心配です。 人を
裁くということは、とても
責任重大なので、今はまだ
ちょっと裁判員に抵抗があ
るというのが本音です。
　裁判も国会みたいにテレ
ビで中継すれば、 国民の関心
も高まるかもしれませんね。

間違った判決に

なるはずがない

 Ｃｏｓｎｅｔｔ  
コズネット

 Ｍａｔｔｈｅｗ  さん
マスユー

 （南部地区担当外国語指導助手）

　裁判員制度は、 とてもいい
制度だと思います。 アメリカ
には陪審員制度があり、 選ば
れた12人が有罪・無罪を決
めるため議論を重ねます。
　裁判員は一人ではありま
せん。 多くの人で議論を重ね
るため、 間違った判決になる
はずがありません。 不安にな
ることはないんですよ。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た

　

裁
判
所
へ
集
ま
っ
た
裁
判
員
候
補
者
の
中
か
ら
、
最
終
的
に
裁
判
員
６
人

が
選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
の
途
中
で
裁
判
員
の
人
数
が
不
足
し
た
場
合

に
備
え
、
補
充
裁
判
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
員
や
補
充
裁

判
員
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
人
は
、
そ
の
ま
ま
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
裁
判
員
候
補
者
は
、
選
任
手

続
当
日
、
裁
判
所
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

裁
判
長
か
ら
裁
判
員
候
補
者
へ
、
辞
退
希
望
の
有
無
と
そ
の
理
由
な
ど
に

つ
い
て
、
非
公
開
で
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

６
人
の
裁
判
員
を
選
任

選
任
手
続

裁判の当日

し
た
内
容
、
多
数
決
の
人
数
な
ど
は
話

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

Ａ 

休
暇
を
取
得
す
る
た
め
に
、
裁
判
員
候

補
者
や
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
を
上
司

等
に
話
す
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
あ
な
た
が
裁
判
員
に
な
っ
た

こ
と
を
上
司
等
が
公
に
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

仕
事
を
休
む
と
分
か
る
の
で
は
？

Ａ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
が
裁
判
員
に

な
っ
た
こ
と
を
公
表
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
家
族
や
親
し
い
人
に
話

す
こ
と
ま
で
は
禁
止
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ 

裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
は
秘
密
？
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有罪か無罪か。裁くのは、あなた。

裁くことは、人の人生を左右すること。悩むのは当たり前。

裁判員裁判は、裁判官と裁判員によるチームで結論を導き出すもの。

一人で悩んでいても何も進まない。

９人で議論を重ねることにより、判決が見えてくる。

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
人
は
「
公

判
に
立
ち
会
う
」「
評
議
・
評
決
を

行
う
」「
判
決
宣
告
に
立
ち
会
う
」

の
３
つ
の
職
務
を
行
い
ま
す
。

公
判
に
立
ち
会
う

　

裁
判
員
は
、
裁
判
官
と
一
緒
に

刑
事
裁
判
の
法
廷
（
公
判
）
に
立

ち
会
い
ま
す
。

　

公
判
で
は
証
拠
書
類
を
取
り
調

べ
る
ほ
か
、
証
人
や
被
告
人
に
対

す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
裁
判

員
か
ら
証
人
等
に
質
問
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

裁
判
員
は
公
判
で
取
り
調
べ
ら

れ
た
証
拠
を
も
と
に
、
起
訴
状
に

書
か
れ
た
犯
罪
行
為
を
被
告
人
が

犯
し
た
か
ど
う
か
（
有
罪
か
ど
う

か
）
を
判
断
し
ま
す
。

評
議
・
評
決
を
行
う

　

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被

告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ

と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
べ
き
か

を
、
裁
判
官
３
人
と
裁
判
員
６
人

が
議
論
（
評
議
）
し
、
決
定
（
評

決
）
し
ま
す
。

　

評
議
を
尽
く
し
て
も
意
見
の
一

致
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
、
評

決
は
多
数
決
と
な
り
ま
す
。

　

評
議
・
評
決
は
評
議
室
で
非
公

開
に
行
わ
れ
ま
す
。
裁
判
員
に
は

秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
評
議
室
内
で
誰
が
ど
の
よ
う

な
発
言
を
し
た
か
な
ど
は
誰
に
も

話
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

判
決
宣
告
に
立
ち
会
う

　

評
議
の
結
果
に
基
づ
い
て
裁
判

官
が
判
決
書
の
原
稿
を
作
成
し
、

法
廷
で
判
決
が
宣
告
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
の
職
務
は
、
判
決
宣
告
に

よ
り
終
了
し
ま
す
。

【
補
充
裁
判
員
の
職
務
】

　

補
充
裁
判
員
は
、
裁
判
の
途
中

で
裁
判
員
の
人
数
に
不
足
が
生
じ

た
場
合
に
正
式
に
裁
判
員
と
し
て

選
任
さ
れ
、
そ
の
後
の
公
判
や
評

議
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
は
じ
め
か
ら
公
判
に
立
ち
会

い
、
訴
訟
に
関
す
る
書
類
や
証
拠

を
見
る
こ
と
や
評
議
を
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

法廷を改修し整備された青森地方裁判
所の評議室。写真右の奥には裁判員の
ロッカー、左には第１号法廷につなが
る専用通路の扉がある。

法廷紹介
裁判員裁判が行われる青森地方裁判所第１号法廷を

解説します。

裁判官・裁判員席

中央に裁判長、その両側に裁判官、裁判員はその左右に３人
ずつ座ります。

書記官席

裁判所の書記官が座り、裁判を記録します。

被告人・弁護人席

被告人と弁護士が座ります。

証言台

証人が証言をしたり、裁判官が被告人から証言を聞くときな
どに使われます。

タッチペン付きモニター

タッチペンで画面に書いた文字や絵は、裁判官・裁
判員・証言台・検察席・弁護人席にあるモニターの
ほか、法廷内の２つのスクリーンに映し出されます。
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特集 あなたの良識で、裁く。

こ
れ
か
ら
の
裁
判
は
、
裁
判
官

３
人
と
裁
判
員
６
人
の
チ
ー
ム

で
行
い
ま
す
。
最
善
の
結
論
を

出
す
た
め
に
チ
ー
ム
で
議
論
し

ま
す
の
で
、
判
決
の
全
責
任
を

自
分
一
人
が
負
う
こ
と
に
な
ら

　

裁
判
員
裁
判
に
備
え
、
一
般

の
人
で
も
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
裁
判
を
進
め
る
た
め
に
、
法

律
用
語
を
ど
の
よ
う
に
言
い
換

え
れ
ば
よ
い
か
な
ど
を
、
わ
た

し
た
ち
も
勉
強
中
で
す
。

情
に
左
右
さ
れ
ず
、
法
廷
内
の

証
拠
を
基
に
冷
静
に
判
断
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

裁
判
員
に
危
害
が
加
え
ら
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
事
件
は
裁
判
官

だ
け
で
審
理
す
る
ほ
か
、
裁
判
員

　

裁
判
員

裁
判
は
初

め
て
の
制

度
で
す
。

人
を
裁
く

こ
と
や
、

裁
判
に
参

加
す
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る
人

も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
を

裁
く
自
信
が
無
い
と
い
う
人

は
、
そ
の
人
が
健
全
で
真
面
目

な
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。
心
配

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
ど
う
か

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

法
廷
で
は
、
ド
ラ
マ
と
同
じ

く
怒
り
や
涙
な
ど
の
人
間
模
様

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
裁
判

員
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
に
は
感

の
氏
名
や

住
所
、
評

議
で
の
発

言
な
ど
を

公
表
し
て

は
い
け
な

い
な
ど
、

安
全
確
保
に
万
全
の
配
慮
を
し

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

裁
判
は
被
告
人
を
正
当
な
手

続
き
で
裁
く
た
め
の
も
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
た
め
で
も
あ
る
の

で
す
。
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
な
ぜ
そ
の
犯
罪
が
起
き

た
の
か
な
ど
、
地
域
社
会
の
治

安
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。
自
分
の
地
域
に
関
心

を
持
つ
こ
と
で
犯
罪
が
減
る
、
犯

罪
が
減
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の
裁
判

参
加
の
負
担
が
減
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分

た
ち
の
問
題
と
し
て
、
裁
判
を
考

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

裁
判
員
に
自
信
が
無
い
の
は
真
面
目
な
証
拠
。

判
決
は
、
あ
な
た
一
人
の
責
任
で
は
な
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

青
森
地
方
裁
判
所
・
小
磯
所
長
に
聞
く

青森地方裁判所

所長　 小 
こ

　 磯 　 武 　 男  判事
いそ たけ お

　取材に応じてくれた外国語指導

助手のコズネット・マスユーさん

は、アメリカの陪審員に選ばれる

確率が低いことから、宝くじのよ

うなものと言います。

　取らぬタヌキの皮算用。宝くじ

を買った人は、当たったら何に使

おうかと一度は考えたことがある

はず。裁判員制度も同じことで

す。選ばれる確率は低くても、選

ばれたときにどうすればいいのか

を考えておく必要があるのです。

　今後、成人には選挙権だけでは

なく、裁判員になる資格も与えら

れます。今の子どもや、これから

生まれてくる子どもが大人になっ

たとき、積極的に裁判へ参加する

社会をつくることが、わたしたち

の義務ではないでしょうか。

検察席

検察官が座ります。場
合によっては、被害者
や遺族が座ることもあ
ります。

傍聴席

裁判を傍聴する一般の
人が座る席です。第１
号法廷には、約70席の
傍聴席があります。

証言台横のモニター
など、さまざまな情
報が映し出されます。
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達成感と満足感に満ちた表情の関係者

　９月７日に青森市で開催された第16回青森県民駅伝競走大会。南部町として３回目の出場となった今年、

８人のアスリートは33.8㌔の距離を１時間４６分５４秒のタイムでタスキをつなぎ、町の部で初優勝、総合では

青森市、むつ市、八戸市に次ぐ第４位の成績を飾った。

レ
ー
ス
前
か
ら
結
果
を
確
信

　

馬
場 
又  
彦 
監
督
（
南
部
地
区
門
前
）
や
嶋
守
学

ま
た 
ひ
こ

コ
ー
チ
（
名
川
中
学
校
教
諭
）
な
ど
関
係
者
は
、

メ
ン
バ
ー
提
出
の
前
日
ま
で
選
手
選
考
に
悩
ん

だ
。
ベ
ス
ト
チ
ー
ム
づ
く
り
の
た
め
、
苦
渋
の
決

断
を
迫
ら
れ
る
。
控
え
の
選
手
と
話
し
理
解
を
求

め
る
と
、
チ
ー
ム
の
た
め
な
ら
ば
と
納
得
し
て
く

れ
た
。
こ
の
時
、
チ
ー
ム
の
結
束
力
を
感
じ
た
関

係
者
は
「
こ
の
チ
ー
ム
な
ら
結
果
を
残
せ
る
」
そ

う
確
信
し
て
い
た
。

町
の
部
・
優
勝
の
軌
跡

　

９
月
７
日
、
正
午
。
ア
ス
パ
ム
前
で
号
砲
が
鳴

り
、
県
内　

市
町
村
の
ラ
ン
ナ
ー
が
飛
び
出
す
。

４０

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
の
ス
タ
ー
ト
だ
。

　

町
の
部
の
選
手
は　

人
。
ま
ず
は
出
遅
れ
な
い

２２

こ
と
が
大
切
。
１
区
の
坂
本 
雄  
太 
選
手
（
青
森
山

ゆ
う 

た

田
高
校
３
年
）
は
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
先
頭
集
団

に
位
置
す
る
。
南
部
町
、
野
辺
地
町
、
大
鰐
町
の

３
町
に
よ
る
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
は
、
こ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
。
野
辺
地
町
、
大
鰐
町
に
次
ぐ
３
位
で
２

区
の
田
中
選
手
に
タ
ス
キ
を
渡
す
。
ト
ッ
プ
と
の

差
は　

秒
。

１２

　

田
中 
槙  
一 
選
手
（
名
川
中
学
校
３
年
）
は
大
会

し
ん 
い
ち

初
出
場
。「
コ
ー
チ
の
ア
ド
バ
イ
ス
ど
お
り
、
前

半
は
ス
ピ
ー
ド
を
お
さ
え
て
走
れ
ま
し
た
」
と
感

想
を
話
す
田
中
選
手
。
落
ち
着
い
た
走
り
で
大
鰐

町
を
抜
き
、
２
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
。

　

３
区
は
四
戸 
敬  
太 
選
手
（
青
森
山
田
高
校
２

け
い 

た

年
）。
目
の
前
を
走
っ
て
い
た
野
辺
地
町
を
抜
く

が
、
大
鰐
町
が
区
間
賞
と
な
る
走
り
で
四
戸
選
手

を
抜
き
去
り
ト
ッ
プ
へ
立
つ
。
南
部
町
は
順
位
を

落
と
す
こ
と
な
く
小
村
選
手
へ
。

　

４
区
。
区
間
距
離
が
大
会
８
区
間
の
中
で
最
も

長
い
６
・
１
㌔
。
先
頭
は
後
続
を
引
き
離
す
た
め
、

後
続
は
先
頭
と
の
差
を
縮
め
る
た
め
に
、
多
く
の

チ
ー
ム
は
エ
ー
ス
を
投
入
し
て
く
る
区
間
。
南
部

町
で
こ
の
区
間
を
任
さ
れ
た
の
は
小
村 
英  
之 
選
手

ひ
で 
ゆ
き

（
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
学
院
４
年
）。
学
生
最
後
の
年

と
な
る
小
村
選
手
は
、
出
場
の
オ
フ
ァ
ー
が
き
た

と
き
、
時
間
が
取
れ
ず
思
い
ど
お
り
の
練
習
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。「
自
分
を
起
用
し
て

く
れ
た
チ
ー
ム
の
た
め
に
も
、
足
を
引
っ
張
る
こ

と
は
し
た
く
な
か
っ
た
。
１
日　

時
間
と
い
う
時

２４

間
の
長
さ
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
時
間
の
使
い
方

は
工
夫
で
き
る
」。
そ
う
話
す
小
村
選
手
は
、
睡

眠
時
間
を
削
っ
て
練
習
を
重
ね
て
い
た
。

　

小
村
選
手
の
タ
イ
ム
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
。
し

か
し
、
野
辺
地
町
に
抜
か
れ
順
位
を
一
つ
落
と
し

て
し
ま
う
。
過
ぎ
た
こ
と
は
悔
や
ん
で
も
仕
方
な

い
。
次
の
選
手
は
中
学
生
女
子
、
し
か
も
初
出
場

の
選
手
。「
落
ち
着
け
」
そ
う
声
を
か
け
て
タ
ス
キ

を
渡
す
。
が
ん
ば
れ
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
、
後

ろ
か
ら
そ
っ
と
押
し
た
。

　

出
場
９
回
目
の
ベ
テ
ラ
ン
選
手
か
ら
タ
ス
キ
を

受
け
継
い
だ
の
は
、
名
川
中
学
校
１
年
の
磯
川 
瑞 

み
ず

 
季 
選
手
。「
タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
た
と
き
は
緊
張

きし
ま
し
た
。
普
段
の
練
習
よ
り
ペ
ー
ス
は
遅
く
感

じ
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
磯
川
選
手
。
し
か

し
、
タ
イ
ム
は
８
分　

秒
の
区
間
賞
（
２
・
５
丼
）。

４６

こ
の
記
録
は
町
の
部
は
も
ち
ろ
ん
、　

市
町
村
と

４０

比
べ
て
も
一
番
の
タ
イ
ム
。
順
位
は
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、
１
分　

秒
あ
っ
た
ト
ッ
プ
と
の
差
は　

２０

２０

秒
も
縮
ま
っ
た
。

　

続
く
６
区
は
松
平 
昇 
選
手
（
タ
カ
シ
ン
勤
務
）。

の
ぼ
る
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■１ 区間賞の堀合選手は最後までスピードを落
とすことなく走れたと満足　■２ 県民駅伝の走
りは今後の試合の自信につながったと話す区

間賞の磯川選手　■３ 工藤町長へ報告に訪れた
関係者　■４ 野辺地町、大鰐町と併走する１区
の坂本選手（右）　■５ 表彰式でトロフィーを受
け取る四戸選手

４

１ ２

５

５
・
２

㌔

と
い
う
２
番
目
に
長
い
距
離
を
走
っ
た

松
平
選
手
は
、
こ
の
大
会
、
３
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
っ
た
。
７
月
の
選
考
会
で
は
平
凡
な
タ
イ

ム
。
し
か
し
「
練
習
を
重
ね
れ
ば
走
れ
る
」
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
た
松
平
選
手
は
、
２
カ
月
間
、

肺
な
ど
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
。
こ

の
努
力
が
実
り
、
１
分
ほ
ど
あ
っ
た
ト
ッ
プ
と
の

差
を　

秒
差
ま
で
縮
め
た
。

３１

　

ゴ
ー
ル
ま
で
残
り
２
区
間
。
先
頭
を
走
る
大
鰐

町
と
の
差
は　

秒
。
７
区
を
走
る
佐
藤 
詩  
織 
選
手

し 

お
り

３１

（
青
森
山
田
高
校
１
年
）
は
３
位
で
タ
ス
キ
を
受
け

取
る
。
ペ
ー
ス
の
伸
び
な
い
大
鰐
町
を
、
野
辺
地

町
と
と
も
に
抜
き
去
る
。
順
位
を
一
つ
上
げ
２
位

で
ア
ン
カ
ー
へ
タ
ス
キ
を
託
す
。
ト
ッ
プ
を
走
る

野
辺
地
町
と
の
差
は
、
わ
ず
か　

秒
だ
。

１３

　

７
人
の
選
手
、
レ
ー
ス
を
見
守
る
チ
ー
ム
関
係

者
、
そ
し
て
応
援
し
て
い
る
町
民
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
タ
ス
キ
は
、
ア
ン
カ
ー
の 
堀  
合 

ほ
り 
あ
い 

修
平 
選
手

し
ゅ
う
へ
い

（
名
川
中
学
校
３
年
）
の
手
に
渡
っ
た
。
県
内
中
学

生
１
千
５
百
丿
走
ト
ッ
プ
の
実
力
を
持
つ
堀
合
選

手
。
１
㌔
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ
で
野
辺
地
町
を
と

ら
え
る
と
一
気
に
抜
き
去
り
、
そ
の
ま
ま　

秒
差

２３

を
つ
け
ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜
け
た
。「
町
の
部
・
優
勝

は
最
高
で
す
。
こ
れ
も
、
み
ん
な
が
タ
ス
キ
を
つ

な
い
で
く
れ
た
お
か
げ
」
と
喜
ぶ
堀
合
選
手
は

レ
ー
ス
前
、
区
間
賞
を
狙
お
う
と
心
に
誓
っ
て
い

た
。　

分　

秒
で
３
・
８
丼
を
駆
け
、
見
事
区
間

１１

２８

賞
。
し
か
も
５
区
の
磯
川
選
手
と
同
様
、　

市
町

４０

村
の
中
で
最
速
の
タ
イ
ム
だ
。

　

町
の
部
優
勝
・
総
合
４
位
と
い
う
輝
か
し
い
成

績
の
南
部
町
チ
ー
ム
。
馬
場
監
督
は
「
み
ん
な
の

力
で
つ
か
ん
だ
優
勝
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
選

手
全
員
が
力
を
出
し
切
れ
た
の
が
勝
因
」
と
喜
び

の
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

つ
な
げ
、
駅
伝
チ
ー
ム
の
D
N
A

　

４
区
の
小
村
選
手
は
大
会
出
場
の
オ
フ
ァ
ー
が

き
た
と
き
、
思
い
通
り
の
練
習
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
を
伝
え
た
が
、
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
嶋
守

コ
ー
チ
は
メ
ン
バ
ー
に
選
出
し
た
。
他
に
も
若
い

選
手
は
た
く
さ
ん
い
る
。
練
習
不
足
の
自
分
を
理

解
し
た
う
え
で
出
場
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
コ
ー

チ
の
気
持
ち
に
応
え
た
い
が
た
め
に
深
夜
の
孤
独

な
練
習
に
耐
え
た
。「
長
距
離
走
は
精
神
力
の
競

技
。
た
と
え
調
子
が
悪
く
て
も
走
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
体
は
動
く
し
、
逆
に
、
あ
き
ら
め

て
し
ま
っ
た
ら
体
は
動
か
な
く
な
る
こ
と
を
若
い

選
手
に
教
え
て
あ
げ
た
か
っ
た
」
と
小
村
選
手
は

話
す
。

　

嶋
守
コ
ー
チ
は
小
村
選
手
の
起
用
を
「
駅
伝
は

勢
い
だ
け
で
は
だ
め
。
彼
の
経
験
や
安
定
感
の
あ

る
走
り
が
チ
ー
ム
に
必
要
だ
っ
た
。
練
習
時
間
も

工
夫
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
ま
し
た
し
、
試
合
で

大
き
く
崩
れ
る
選
手
で
は
な
い
で
す
か
ら
」
と
話

す
。
コ
ー
チ
と
選
手
、
ベ
テ
ラ
ン
選
手
と
若
い
選

手
。
チ
ー
ム
全
員
で
つ
か
ん
だ
優
勝
だ
。
嶋
守

コ
ー
チ
は
、
小
村
選
手
の
チ
ー
ム
へ
与
え
る
影
響

は
大
き
い
と
話
す
。
ベ
テ
ラ
ン
選
手
か
ら
若
い
選

手
へ
、
南
部
町
駅
伝
チ
ー
ム
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
し
っ
か

り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

馬
場
監
督
は
「
来
年
は
町
の
部
優
勝
を
守
り
つ

つ
、
総
合
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
。
南
部
町
の
１
時
間　

分　

秒
の
記
録

４６

５４

は
、
総
合
３
位
の
八
戸
市
と
２
秒
し
か
違
わ
な

い
。
来
年
は
、
今
年
以
上
に
喜
び
の
会
見
と
な
る

こ
と
も
、
夢
で
は
な
い
。

心のタスキをつなぎ、悲願の初優勝。
第１６回青森県民駅伝競走大会　１時間４６分５４秒で町の部優勝、総合第４位

個人情報保護のため
ホームページへの掲載は

省略します。

個人情報保護のため
ホームページへの掲載は

省略します。

個人情報保護のためホームページへの掲載は省略します。

個人情報保護のため
ホームページへの掲載は

省略します。

３
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ふるさと納税

　南部町剣吉出身の歌手・琴けい子さんから、

ふるさと納税として町に１０万円を寄付していた

だきました。

　９月８日の名川秋まつりイベント会場で大観

衆の見守るなか「住みよい活力のある地域づく

りにお役立てください」と、工藤町長に寄付金

が手渡されました。

　琴けい子さんは「毎年、名川秋まつりにお呼

びいただき、うれしく思います。歌手生活２８年

を迎えることができたのは、ふるさとの皆さま

の応援のおかげ。寄付はその感謝の気持ちで

す」とメッセージをお寄せくださいました。あ

りがとうございます。

TOWN  NEWS & INFO

ふるさと納税として
寄付金をいただきました

相次ぐ町への応援に感謝します

タウンニュース アンド インフォ

大観衆の見守るなか、イベントステージで
工藤町長に寄付金を手渡す琴けい子さん（左）

…………………………………………………………………

　前南部町議会議員の大久保 俊  和 さん（福地地
とし かず

区福田在住）から、ふるさと納税として町に寄

付金をいただきました。

　９月１１日に役場を訪れた大久保さんは「町に

お世話になったお礼です。お役立てください」

と赤石副町長に１０万円を手渡しました。

　いただいた寄付金は大久保さんの要望どお

り、町の高齢者等福祉の増進に活用させていた

だきます。ありがとうございました。

赤石副町長に寄付金を手渡す大久保さん（右）

国保税の年金天引き
10月15日に支払われる年金から開始

　国保制度の改正により、１０月１５日に支払われ

る年金から国保税が天引きされます。

　ただし、これまで国保税を２年間滞納するこ

となく納付している場合は、税務課にお申し出

いただくことで、年金からの天引きではなく口

座振替で納付することができます。

■天引きの対象

　国民健康保険の被保険者全員が６５歳から７４歳

までの世帯の世帯主。

■次のいずれかに該当する人は対象外です

①年金額が年額１８万円未満の場合

②介護保険料と国保税を合わせた額が、年金額

　の半分を超える場合

■問合せ先　税務課 緯0179・34・2111

国保税天引き

今月から新しくなった
国保の保険証

　自殺者を減らし、暮らしやすい青森県づくりの

ため、本庁舎で自殺対策推進メッセージ伝達式が

行われました。

　９月１２日の伝達式では、三八地域県民局地域健

康福祉部の宮川 隆  美 保健総室長が「健やかで安心
たか よし

して暮らせる社会の実現に向け、積極的に自殺対

策に取り組んでください」という三村知事のメッ

セージ文を読み上げ、赤石副町長に手渡していま

した。

自殺対策推進メッセージ伝達式
健やかで安心して暮らせる社会に向けて

自殺対策

メッセージを読み上げる宮川保健総室長（右）
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プライバシー保護のため

ホームページへの掲載は

省略します。　　　　　

プライバシー保護

のためホームペー

ジへの掲載は省略し

ます。

プライバシー保護のため

ホームページへの掲載は

省略します。 　　　　　

プライバシー保護のため

ホームページへの掲載は

省略します。 　　　　　

　

月

日
か
ら　

日
ま
で

１０

の

日
間
、
名
川
地
区
剣
吉

で
「
名
川
秋
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
お
通
り
と
最
終
日

の
お
還
り
に
は
鹿
踊
り
や
虎

舞
な
ど
郷
土
芸
能
の
ほ
か
、

名
川
中
学
校
パ
レ
ー
ド
や
学

童
保
育
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
、
中
日
に
は
消
防
団
パ

レ
ー
ド
や
盛
岡
大
学
の
学
生

に
よ
る
さ
ん
さ
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の

つ
の
山

車
の
上
で
は
、
三
味
線
や
太

鼓
に
合
わ
せ
て
連
日
夜
遅
く

ま
で
南
部
手
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

夕闇に舞う 名川秋まつり

　上下左右に開くしかけのついた手づくりの山車

が観客の目を楽しませました　□かわいらしい稚

児行列がまつりに華を添えました　□練習の成果

を披露した福地小学校ブラスバンド部　□一糸乱

れぬ流し踊り

　９月１３・１４日の２日間、福地地区苫米地で

「とまべちまつり」が開催されました。

　１３日の前夜祭。ふれあい公園に設けられ

たお祭り広場では、ライトアップされた山

車を前に「ふくち演芸会」などが催され、参

加者は祭りムードを高めていました。

　翌日の合同運行では、 神楽、 福地小ブラス

バンド部演奏などに続き、 歴史を題材とした

勇壮な４町内の山車が観客を楽しませ、 笛や

太鼓のおはやしに合わせ「やーれ、 やーれ」

と威勢のいい掛け声で町内を練り歩きまし

た。 お祭り広場でのビール早飲み大会や麻生

しおりトークライブ、 カラオケ大会なども好

評で、 会場は夜遅くまで賑わっていました。

絢爛豪華な山車の競演 とまべちまつり

■１ 

■３ 

■２ 

■４ 

■４ 
■３ 

■２ 
■１ 

■４ ■３ 

■１ 

■２ 

    け  ん       ら  ん

□山車のステージでは唄にのせた南部手踊りが

披露されました　□学童保育の子どもたちは元

気に鳴子踊りを踊っていました　□名川南小学

校児童による駒踊り　□テンポのいいリズムで

観客を魅了した盛岡大学生のさんさ踊り
■４ 

■３ 
■２ 

■１ 
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このコーナーでは、達者村づくり委員が町内の達者な人々を独自の視点で取材し、紹介していきます。

　

今
年　

歳
を
迎
え
た
夏
堀
さ
ん

７４

は
、
中
学
卒
業
後
す
ぐ
に
八
戸
市

内
の
紳
士
服
仕
立
て
店
に
弟
子
入

り
し
、　

歳
の
頃
に
開
業
し
現
在

２０

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
仕
立
屋
人
生
に
お

い
て
は
、
身
に
つ
け
た
技
術
を
更

に
磨
こ
う
と
、
大
変
難
し
い
１
級

技
能
免
許
を
取
得
し
た
ほ
か
、
体

に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
服
を
作
る
た
め

採
寸
機
材
を
自
作
す
る
な
ど
、
と

に
か
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
創
意

工
夫
を
重
ね
る
方
で
す
。

　

昭
和　

年
、
夏
堀
さ
ん
も
参
加

３６

し
苫
米
地
地
区
に
お
い
て
、
山
車

が
運
行
す
る
祭
り
を
開
催
し
た
の

で
す
が
、
経
費
や
人
手
な
ど
の
問

題
か
ら
、
そ
の
後
一
時
開
催
が
途

絶
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
夏
堀
さ
ん
や
地
元
有
志
の

方
々
は
「
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔

を
見
た
い
」「
祭
り
を
通
じ
て
地
元

の
交
流
を
図
る
こ
と
も
大
切
」
と

の
思
い
か
ら
、
復
活
に
向
け
た
情

熱
を
燃
や
し
続
け
、
昭
和　

年
に

５０

そ
の
思
い
を
実
ら
せ
ま
し
た
。

　

復
活
に
至
る
ま
で
は
経
費
面
で

の
苦
労
も
多
く
、
山
車
の
飾
り
付

け
の
代
わ
り
に
仮
装
し
た
人
に

乗
っ
て
も
ら
う
な
ど
知
恵
を
絞
っ

て
の
開
催
と
な
っ
た
の
で
す
が
、

当
時
で
は
珍
し
か
っ
た
こ
の
工
夫

が
功
を
奏
し
、
多
く
の
人
た
ち
に

見
て
も
ら
え
る
祭
り
と
な
っ
た
こ

と
に
大
変
な
満
足
感
を
得
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

夏
堀
さ
ん
に
は
、
山
車
の
飾
り

金
具
の
彫
刻
を
担
当
い
た
だ
く
な

ど
、
現
在
も
現
役
で
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
「
立
派
な
山
車
作

り
が
で
き
る
の
も
夏
堀
さ
ん
の
お

か
げ
」
と
、
み
ん
な
で
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

「
気
持
ち
も
体
も
忙
し
い
の
が

若
々
し
さ
を
保
つ
秘
訣
」
と
笑
っ

て
語
る
夏
堀
さ
ん
。
山
車
作
り
で

夜
遅
く
ま
で
一
緒
に
頑
張
る
姿

や
、
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
姿

を
見
る
た
び
に
「
こ
ん
な
風
に
年

を
と
り
た
い
も
の
だ
」
と
思
い
ま

す
。

　

夏
堀
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

末
永
く
達
者
で
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
、
我
々
に
と
っ
て
の
生
き
る
手

本
で
あ
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　８月１８日から８月２０日まで、達者村ホームスティ

連絡協議会（中村 善  一 会長）の会員１９人が岩手県遠
ぜん いち

野市、宮城県南三陸町、福島県喜多方市を訪問し「子

ども農山漁村交流プロジェクト受け入れ地域東北ブ

ロック交流会」を開きました。

　農家民宿活動の普及・指導をする地域として、達

者村ホームスティ連絡協議会が「子ども農山漁村交

流プロジェクト先導型モデル地域」に選定されたこ

とから、同協議会が主催して交流会を開いたもので

す。参加した各地域の受け入れ団体や農家の人たち

は、地域資源を活用し「地域を元気にしよう。交流

人口を増やそう」と日夜努力を惜しまない人ばかり。

受け入れ事例の紹介のほか、活発な意見が飛び交う

有意義なものとなり、互いに切磋琢磨しながら東北

のグリーン＆ブルー・ツーリズムを盛り上げていく

ことを誓いました。

　達者村ホームスティ連絡協議会の中村会長は「ど

の地域も魅力的な地域資源を持っており、活動もす

ばらしい。先導型という指導する立場で交流会を開

いたが、逆に学ぶことが多かった」と有意義な交流

を振り返っていました。

切磋琢磨し、
東北を盛り上げることを誓う
子ども農山漁村交流プロジェクト東北ブロック交流会

スコップ一本で１１カ所もの池や家の地
下室も手掘りしたという達者自慢の夏堀
さん（上）、八木田委員碓右 による取材風
景（下）

取
材 
・ 
執
筆

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

　
　
　
　

八
木
田　

憲　

司

出席者は活発な意見を交わしていました

　

今
回
の
達
者
人
コ
ラ
ム
で
は
、
一
度
開
催
が
途
切
れ
た
後
も
「
苫
米
地
ま

つ
り
」
へ
の
情
熱
を
燃
や
し
続
け
、　

年
も
の
時
を
経
て
復
活
さ
せ
た
立
役

14

者
の
一
人
、
夏
堀 
好  
郎 
さ
ん
（　

歳
・
福
地
地
区
苫
米
地
）
を
ご
紹
介
し
ま

よ
し 
ろ
う

74

す
。
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南
部
町
の
皆
さ
ん
、

　
　
　

お
久
し
ぶ
り
で
す

　

今
夏
は
全
国
何
処
も
が
温
暖

化
、
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、
達

者
村
の
農
作
物
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
た
よ
う
で
ご
苦
労
を
推
察

い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
毎
号

送
っ
て
い
た
だ
く
広
報
や
達
者
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
何
時
も
と
変

わ
ら
な
い
、
ま
す
ま
す
元
気
な
様

子
が
伺
え
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

す
っ
か
り
ご
無
沙
汰
致
し
て
お

り
ま
し
た
私
共
も
、
負
け
ず
に
達

者
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
年
半
ほ
ど
前
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
毎
日
仕
事

の
つ
も
り
で
通
っ
て
お
り
ま
す
。

ジ
ム
の
マ
シ
ー
ン
や
水
泳
、
若
者

に
混
じ
っ
て
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
西
洋
の
ヨ

ガ
）、
社
交
ダ
ン
ス
と
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
し
て
い
る

う
ち
に
太
め
だ
っ
た
体
も
「
少
し

ば
か
り
ス
マ
ー
ト
に
近
づ
い
た
か

な
？
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
保
持
を
目

的
に
高
齢
者
の
特
定
健
康
診
査
が

実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
改
め
て
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
怖
さ
と
、
そ

れ
が
毎
日
運
動
す
る
こ
と
で
改
善

さ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
無

理
な
食
事
の
制
限
な
ど
せ
ず
何
で

も
今
ま
で
通
り
に
食
べ
て
い
て

も
、
体
を
動
か
せ
ば
内
臓
脂
肪
な

ど
付
か
な
い
よ
う
だ
と
身
を
も
っ

て
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
夏
は
カ
ヌ
ー
と
一
緒

に
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
で
海
中
を 
覗 
く

の
ぞ

楽
し
み
が
加
わ
り
、
こ
れ
ら
の
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
も
健

康
保
持
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

月
は
達
者
村
の
誕
生
月
で
す

１０
ね
。
今
年
は
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
他

県
に
負
け
な
い
目
新
し
い
企
画
、

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
楽
し
い
企
画
が

見
つ
か
る
こ
と
を
期
待
致
し
て
お

り
ま
す
。

　達者村花壇コンクールのレベルアップを目指すこ

とを目的とし、コンクールを運営する達者村施設管

理・環境整備部会員とコンクール参加団体の代表者

１７人が８月３０日、花壇によるまちづくり先進地の岩

手県一関市千厩地区を視察しました。

　同地区は「全国花いっぱいコンクール」で内閣総

理大臣賞を受賞するなど高い評価を受けており、規

模・デザインともに見応えのある花壇が地区のいた

るところに点在しています。

　また、花めぐり勝手に応援する会が地区住民の手

によって組織され、地区内の花壇を認定場所とした

り、モデルツアーや各種イベントを実施するなど、

花壇を地域資源として有効に活用しているとのこと

でした。

　研修会の参加者は、レベルの高い花壇に圧倒され

ながらも、自分達の地域を彩る“花壇づくり”にた

くさんのヒントを得た様子。施設管理・環境整備部

会の工藤和子会長は「今回の視察を機に、地域住民

一体となって今後も花壇コンクールを盛り上げてい

きたい」と意欲を語っていました。

花壇コンクールのレベルアップに意欲
花壇づくりの先進地・一関市千厩地区を視察

参加者は花壇を写真に収めるなど、今後の参考にしていました

　

平
成　

年
度
に
長
期
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
３
カ
月
間
達
者
村
に
滞
在

１７

し
、
現
在
は
「
達
者
村
特
派
員
」
と
し
て
神
奈
川
県
横
浜
市
で
各
種
Ｐ

Ｒ
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
谷
中
ご
夫
妻
よ
り
、
近
況
報
告

を
交
え
た
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　平成１６年１０月の達者村

開村モニターツアーに参

加した谷中夫妻。その

後、平成１７年５月から長

期で滞在。達者村の景色

の良さや厚い人情に心を

ひかれ、達者村を第２の

ふるさととして、課題や

解決策など達者村振興に

向けたさまざまなアイデ

アを提案くださいまし

た。神奈川県横浜市に在

住。達者村民第１号。

今
年
８
月
、
伊
豆
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
体
験
す
る
谷
中
正
子
さ
ん（
左
）

特
派
員　
 
谷  
中  
藤  
雄 
・ 
正  
子 
ご
夫
妻

や 

な
か 

ふ
じ 

お 

ま
さ 

こ

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と「
達
者
村
」に
向
け
て
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達
者
村
認
証
産
品
は
、
達
者

（
安
全
・
安
心
・
健
康
）
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
達
者
村
（
南
部
町
）

自
慢
の
特
産
品
と
し
て
町
内
外

の
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の

で
、
お
菓
子
や
農
産
加
工
品
、

手
工
芸
品
な
ど
、
現
在　

品
目

７７

が
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
広
く
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
認
証
産
品
を
連
載

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

南
部
地
区
の
中
野
菓
子
店
お
よ

び
照
井
菓
子
店
の
郷
土
菓
子
で

す
。

　町内には豊かな自然が織り成す風景や町並み、田園風景など、心

癒される美しい景観ポイントが数多くあります。このうち、眺める

ことにより心が癒され、達者（健康）になれるような優れた景観ポ

イント１００カ所を「達者村百景」として選定しています。

　皆さまに広く周知し、町民の共有財産として内外に広く発信し、

守り、はぐくんでいくために、連載で紹介しています。
心癒される景観百選

18

下名久井乙坂地内の
風景
目の前に広がる放牧場。その中を悠 と々
駆ける馬。異国を感じさせる壮大な景色
に心が癒されます。 （名川地区下名久井）

本三戸八幡宮
勧請（かんじょう）した当時の面影が色
濃く残る境内は神秘的な空気に包ま
れており、心が落ち着きます。
 （南部地区小向）

昭和９年（１７７２）に勧請された月山神
社。木漏れ日の中にひっそりとたたず
む姿に心がなごみます。
 （福地地区小泉）

月山神社（滝田）

No.21
達者村
認証産品

達者をキーワードに
認証された自慢の特産品

フランス生まれで南部育ちの高
級洋梨「ゼネラル・レクラーク」
をふんだんに使ったオリジナル
ロールケーキです。
 （950円／１本）

ゼネラル・レクラークロール

南部町産のリンゴ、ブドウ、ゼ
ネラル・レクラークの果汁を
100％使用しました。シャー
ベットでもおいしく召し上がれ
ます。 （1,000円／１箱６個入）

果汁ゼリー

達者村認証産品をカラーで紹介

したパンフレットがあります。

町ホームページからＰＤＦファ

イルをダウンロードするか、農

村交流推進課（名川分庁舎）ま

でご連絡ください。

　素材の味を生かすため、
生クリームや生地づくりを
研究し、おいしく提供でき
るよう努力しています。

大字大向字飛鳥39-2
☎ 0179・23・3416

照井菓子店

店主　 照   井   幸   男  さん
てる い ゆき お

　フルーツの味や香りを伝
えるため、素材や鮮度にこ
だわったお菓子づくりをし
ています。

大字玉掛字諏訪ノ平36-13
☎ 0179・34・2151

中野菓子店

店主　中 野  惠   行  さん
しげ ゆき



金木

32
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 1・6  ぼたんの里

 個・小向  三種混合

109
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 段ボール  名川Ａ・南部Ａ

 新・雑・チラシ  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・小向  ＭＲ混合

1716
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 特定健診・がん検診  ゆとりあ

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ｂ・南部Ｂ

 新・雑・チラシ  名川Ａ・南部Ａ

 乳健  福寿館

 特定健診・がん検診  ゆとりあ

2423
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 特定健診・がん検診  ぼたんの里

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 特定健診・がん検診  ぼたんの里

3130
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

76 広報11月号発行予定日
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 ２歯  中央公民館

 個・小向  三種混合

土 SATURDAY／日 SUNDAY

4
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

5 町民歩け歩け運動大会

11
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

12

18 
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

19

25
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

26

11 月1日
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

2

8
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

9

こ
の
ペ
ー
ジ
は
抜
き
取
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す

 個・小向  …個別接種（小向クリニック）受付8時30分～12時、13時30分～16時　  個・南医  …個別接種（南部医院）受付10時～11時、17時～18時

 個・川外  …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時　 個・名病  …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分

 個・南病  …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分　 集団  …集団予防接種（受付13時～13時20分）

FRIDAYTHURSDAY水火月

 可燃  …可燃物    不燃  …不燃物    粗大  …粗大ごみ    ペット  …ペットボトル    新  …新聞紙    雑  …雑誌    段  …段ボール
名川Ａ…名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ…名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ…南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ…南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ…福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ…福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地……福地全地区

8 7 6
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 婦人検診  ゆとりあ

 個・南医  三種混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 婦人検診  ゆとりあ

 集団  ポリオ（ぼたんの里）

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

151413 体育の日
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 新聞・段ボール  福地

 特定健診・がん検診  ゆとりあ

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ、福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

222120
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 雑・チラシ・古布・その他の紙・  

 缶・ビン・ペット  福地

 特定健診・がん検診  ぼたんの里

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 特定健診・がん検診  ぼたんの里

 個・南医  ＢＣＧ

 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

292827
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 乳相  ゆとりあ

 ４相  ゆとりあ

 個・南医  ＭＲ混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  ＭＲ混合

543 文化の日
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 不燃  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ、福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・南医  三種混合

 1・6  …１歳６カ月児健診（H19.2～H19.3生）受付12時～12時20分

 乳相  …乳児相談（H20.5～H20.7生）受付 9 時30分～10時、（H19.10～H19.12生）受付10時～10時30分

 ４相  …４歳児健康相談（H16.1～H16.3生）受付13時～13時30分　 ２歯  …２歳児歯科健診（H18.3～H18.4生）受付12時50分～13時10分

 乳健  …乳児健康診査（H20.2～H20.3生）受付12時30分～13時　 婦人検診   特定健診・がん検診  …詳しくは22ページをご覧ください

WEDNESDAYTUESDAYMONDAY

ごみの収集はありませんので、ご注意
ください
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まちの話題

優勝したゲートボールチームの皆さん

役割を学び、自信を身につける
駅前町内会自主防災会で初の防災訓練

　昨年１１月に設立された駅前町内会自主防災会

（ 一ノ渡 潔会長）では、９月７日に初となる防災訓
いちのわたり

練を行い、同会員のほか南部消防団第１分団など

合わせて８６人が参加しました。

　訓練は震度６の地震が起きたことを想定。関係

者は、ふれあい交流プラザへ災害対策本部を設置

し、避難者を誘導していました。また、自主防災組

織の必要性や役割についてビデオを視聴したほ

か、平成２０年度コミュニティ助成事業で整備した可

搬ポンプを使っての初期消火訓練も行いました。

　同会の工藤 安  浩 防災部長は「今日の訓練は参加
やす ひろ

者の自信につながったと思う。今後も定期的に訓

練をしていくので、多くの人に参加してほしい」

と話していました。

地球を愛で救おう
２４時間テレビ愛の募金活動

　高齢者や体の不自由な人への生活支援事業を

行っているＮＰＯ団体「支え合いネットワークな

んぶ（四戸 泰明 代表）」では、８月３０日と３１日に名
やすあき

川チェリーセンターで「２４時間テレビ愛の募金活

動」を行いました。

　５年前から実施している活動には、１０人の町内

小・中学生のほか、名久井農業高等学校インター

アクトクラブ１５人の生徒も参加。連日降り続いた

雨にもかかわらず参加した子どもたちは「多くの

人に募金してもらえてよかった。一人では何もで

きないけれど、みんなが集まればいろいろなこと

ができることが分かった」と話していました。

　寄せられた募金は、２４時間テレビチャリティー

委員会へ送られ、福祉活動などに活用されること

になっています。

募金してくれた人には
手づくりクッキーをプレゼントしていました

ミラクルショットで初優勝
青森県民体育大会のゲートボール競技で優勝

　８月上旬に十和田市を主会場に開催された「第

６３回市町村対抗青森県民体育大会」のゲートボー

ル競技で、南部町チームが初優勝を飾りました。

　昨年までは名川・南部・福地の各地区ごとの選手

でチームを編成し出場していたのですが、今年は

地区の枠を取り払い新たなチームとして出場しま

した。決勝戦では強豪の鶴田町チームと対戦。試

合終盤には５点差を逆転するミラクルショットが

飛び出して優勝の栄冠を手にしました。

　ミラクルショットを放ったキャプテンの名久井

喜一さん  （名川地区剣吉）  は「優勝はみんなの力で

勝ち取ったものです」と笑顔で話していました。

降りしきる雨のなか、
可搬ポンプで放水訓
練をする会員（右）
宝くじを財源とする
コミュニティ助成事
業で整備した可搬ポ
ンプ（下）

広報なんぶちょう　10月号19

TOWN  TOPICS

お母さんが皮をむいてくれた桃を
おいしそうにほお張っていました

競技を通じて親睦を深める
南部町老人スポーツ大会

　南部町老人スポーツ大会が８月２８日に町民体育

館で行われ、お年寄りたちが競技を通じて親睦を

深めました。

　町老人クラブ連合会（伊藤 栄 会長）が主催する
さかえ

大会には、町内から８チーム約２６０人が参加。大

会では、高得点を重ね１位を独走する福地Ａチー

ムを中盤から追い上げた名川Ｃチームが逆転し、

優勝。名川Ｃチーム代表の 中  坪  光  男 さんは「初優
なか つぼ みつ お

勝はとてもうれしい。チームの団結力が大きな勝

因です」と喜びの笑顔で話していました。

みんなの応援を背に横浜市へ
四戸彩有里さんが陸上の県代表選手に選ばれる

　名川中学校２年の四戸 彩  有  里 さんが、１０月２４日
さ ゆ り

から神奈川県横浜市の日産スタジアムで開かれる

「第３９回ジュニアオリンピック陸上競技大会」に、

青森県リレーチームの代表選手として出場しま

す。

　四戸さんは、８月に青森市で行われた選考会に

出場。１００メートル競技で２位に入賞し、代表選

手に選ばれたもので「応援してくれたみんなの分

もがんばります」と抱負を語ってくれました。
中学生たちは慣れない手つきで一生懸命皮をむき
おいしそうに桃を口に運んでいました

難問続出！？二又農業検定
南部地区二又の「わんどの畑」で交流会

　南部地区二又の集落で組織する「わんどの畑」

では、８月２４日に消費者交流会を行いました。

　訪れた２０人の家族連れは、おいしい桃の見分け

方や食べ方などの説明を受けた後、あかつき、ま

どかなど数種類の桃を食べ比べて味の違いを感じ

とったほか、子どもたちは「甘い」「おいしい」と

大はしゃぎで桃をほお張っていました。

　その後は、夏野菜の天ぷらやカボチャのミルク

煮など地元野菜を使った昼食に舌鼓を打ち、野菜

や果物の花の名前を当てる「二又農業検定」にチャ

レンジするなど、家族で楽しいひとときを過ごし

ていました。

厳しい練習の合間に、 桃狩りで一息
韓国ソウル市の中学生が桃狩りを体験

　韓国ソウル市の慶熙中学校の生徒16人が、名川

地区法光寺にある玉川 芳  美 さんの桃園を訪れ、桃
よし み

狩りを楽しみました。

　中学生は日韓親善青少年アイスホッケー交流会

のため来日したもので、アヴァンセふくちに宿泊

しながら同競技の練習と交流試合に汗を流しまし

た。桃狩りは練習の合間に行われ、中学生は「お

いしい」と話しながら、みずみずしい桃を口に運

び、練習の疲れを癒していました。

豆拾いレースでは、集中して豆を皿に移していました

代表選手としての決意を力強く語ってくれた四戸さん

個人情報保護のため　　　　　　　

ホームページへの掲載は省略します
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 美 ら海に抱かれて
ちゅ

友情をはぐ く みながら
自然を学んだ５日間

Ｂ＆Ｇ「海洋体験セミナー」■２ 

名
久
井
小
学
校
５
年

 
東 　
　
　
 
桃 　
 
子 　

さ
ん

ひ
が
し 

も
も 

こ

　

一
日
目
、
生
ま
れ
て
初
め
て
飛

行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
着
い
て
説
明
を
聞
き

沖
縄
の
夕
食
を
食
べ
ま
し
た
。
デ

ザ
ー
ト
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　

「
沖
縄
も
の
づ
く
り
体
験
」で
Ｔ

シ
ャ
ツ
そ
め
を
し
ま
し
た
。
き
の

こ
の
よ
う
な
物
と
サ
ン
ゴ
の
も
よ

う
を
使
っ
て
花
火
を
え
が
き
ま
し

た
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
き
れ
い

に
え
が
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
カ
ヌ
ー
・
ヨ
ッ
ト
・

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
・
イ
ル
カ
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
し
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト

で
は
止
ま
る
こ
と
も
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
が
速
く
て
一
番
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
、
東
村
ふ
れ
あ
い
ヒ
ル

ギ
公
園
に
行
っ
て
カ
ヌ
ー
で
遠
く

ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
の
森
を
観
察
し
ま
し

た
。
シ
オ
マ
ネ
キ
と
い
う
潮
を
招

く
、
片
方
の
は
さ
み
が
大
き
い
カ

ニ
や
ト
ン
ト
ン
ミ
ー
と
い
う
ト
カ

ゲ
み
た
い
な
生
き
物
が
い
ま
し

た
。
そ
し
て
昼
食
、
ヤ
ン
バ
ル
カ

レ
ー
と
い
う
九
種
類
の
野
菜
が
使

わ
れ
て
い
る
カ
レ
ー
を
食
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
名
護
パ
イ
ン
パ
ー

ク
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
で
は
、
姫

パ
イ
ン
と
い
う
赤
く
て
小
さ
な
食

べ
ら
れ
な
い
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
美
ら
海
水
族
館
で
ジ

ン
ベ
エ
ザ
メ
や
マ
ン
タ
な
ど
大
き

な
生
物
を
見
ま
し
た
。
次
は
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
や
り
、
サ
ン
ゴ

に
足
が
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

海
は
す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。

沖
縄
に
行
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
行

き
た
い
で
す
。
そ
の
時
ま
で
あ
の

き
れ
い
な
海
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

名
久
井
小
学
校
６
年

馬　

場　
　
　
 
凌 　

さ
ん

り
ょ
う

　

わ
た
し
が
、
沖
縄
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
四
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
７
月　

日
に
行
っ

２９

た
、
沖
縄
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
沖

縄
も
の
づ
く
り
体
験
で
す
。
わ
た

し
は
、
サ
ン
ゴ
ふ
う
り
ん
を
作
り

ま
し
た
。
ひ
も
を
ど
う
結
べ
ば
と

れ
な
い
か
や
、
ど
の
貝
が
ら
や
サ

ン
ゴ
を
使
え
ば
音
が
な
る
か
を
、

も
と
ぶ
文
化
交
流
館
の
人
に
、
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
海
洋
性
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
す
。
カ
ヌ
ー

の
と
き
は
、
二
人
で
協
力
し
て
す

す
ん
だ
り
、
さ
が
っ
た
り
、
ま

　

７
月　

日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
、Ｂ
＆
Ｇ
財
団

２９

主
催
の「
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」が
沖
縄
県 
本  
部 

も
と 

ぶ

 
町 
で
開
か
れ
、全
国
か
ら　

人
の
小
・
中
学
生
が
参

ち
ょ
う

８０

加
し
、自
然
環
境
の
知
識
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、町
か
ら
も
３
人
の
小
・
中

学
生
が
参
加
。
そ
の
小
さ
な
目
で
何
を
見
て
、何

を
学
び
、何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
女
た

ち
の
胸
に
刻
ま
れ
た
思
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■１ 

■６ ■７ ■８ 

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　
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■１ ■２ 美ら海を堪能したシュノーケリング　■３ 美ら海水族館スタッ
フのゼミでは、カニやエビの脱皮した殻を手にしました　■４ 世界
に一つだけのサンゴ風鈴づくり　■５ 世界遺産の首里城を見学

■５ ■４ ■３ 

が
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト
の

と
き
は
、
旗
の
ち
ょ
う
せ
つ
を
す

る
と
き
に
、
ロ
ー
プ
が
き
つ
く

て
、
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
バ

ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
の
っ
た
と
き
は
、

み
ん
な
で
ま
が
る
方
向
に
体
を
む

け
て
、
落
ち
ず
に
で
き
ま
し
た
。

イ
ル
カ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
イ
ル

カ
の
呼
吸
の
数
を
数
え
た
り
、
イ

ル
カ
に
さ
わ
っ
た
り
、
イ
ル
カ
に

ジ
ャ
ン
プ
の
合
図
を
だ
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
自
然
観
察
で
、
ト
ン
ト
ン
ミ
ー

や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
見
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
体
験
で
は
、
海
の
真
ん
中

ま
で
行
っ
た
ら
カ
ヌ
ー
で
小
さ
な

島
を
作
り
ま
し
た
。
帰
り
は
友
だ

ち
に
カ
ヌ
ー
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
友
だ
ち
は
、
こ
ぐ
の

が
と
て
も
は
や
か
っ
た
で
す
。

　

四
つ
目
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
海
水
浴
で
は
、
お

に
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
大
き
い
石

を
さ
が
し
て
、
そ
の
中
に
い
る
カ

ニ
や
え
び
を
さ
が
し
ま
す
。
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
、
海
の
真
ん

中
ま
で
き
た
ら
、
魚
を
み
た
り
し

ま
し
た
。
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
や
サ

ン
ゴ
を
み
ま
し
た
。

　

沖
縄
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
美
し
い
海
を
ず
っ
と
残
し
て

福
地
中
学
校
３
年

田　

村　
　
　
 
舞 　

さ
ん

ま
い

　

私
は
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
普
段
は
で
き
な
い
沢
山
の
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
全
て
が

と
て
も
楽
し
く
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
二
つ
の
参
加

し
て
良
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、
も
ち
ろ
ん
海
に
つ

い
て
で
す
。
私
は
沖
縄
の
海
が
大

好
き
に
な
り
、
海
の
中
の
生
き
物

た
ち
や
サ
ン
ゴ
を
自
分
の
目
で
実

際
に
見
た
り
、
水
族
館
の
方
に
話

を
聞
い
た
り
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
し
て
い
る
と
き
カ
ク
レ
ク
マ
ノ

ミ
を
見
つ
け
て
、
み
ん
な
で
近
よ

る
と
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
は
サ
ン
ゴ

の
間
か
ら
出
て
き
て
自
分
の
す
み

か
を
守
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
光
景
を
見
て
魚
だ
っ
て
人
間
と

同
じ
く
海
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
友
達
が
沢
山
で
き

た
こ
と
で
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
友
達
と
い
う
よ
り
「
仲
間
」
と

い
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
仲
間
と
過
ご
し
た
五
日
間

だ
っ
た
か
ら
楽
し
く
過
ご
せ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
人
と
の
関
係
が

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
。
最
初
は
も
ち
ろ
ん
不
安

で
し
た
が
、
最
後
に
は
ほ
と
ん
ど

の
人
と
話
せ
て
、
寄
っ
て
き
て
く

れ
る
仲
間
も
い
て
、
と
て
も
幸
せ

で
し
た
。
私
は
班
長
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
の
夕
食

で
班
長
か
ら
大
変
だ
っ
た
こ
と
と

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
下
さ

い
と
言
わ
れ
て
、
私
は
と
に
か
く

楽
し
か
っ
た
だ
け
な
の
で
「
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
は

大
変
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
毎
日
沖
縄
の
青
い
海

が
目
の
前
に
あ
っ
て
潮
の
に
お
い

が
し
て
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
も
あ
っ

て
、
優
し
く
て
温
か
い
人
達
が
い

た
こ
と
で
辛
く
な
か
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
そ
ん
な
自
然
を
守

る
た
め
に
、
海
の
青
さ
を
守
る
た

め
に
、
海
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
こ

と
や
自
分
で
で
き
る
エ
コ
な
ど
を

少
し
ず
つ
や
り
た
い
で
す
。

■６ ■７ カヌーやヨットでマリンス
ポーツの楽しさを満喫　■８ 美ら
海水族館では、浅瀬から深海ま
でのさまざまな魚を見学しまし
た　■９ 調教師になった気分で、
イルカに合図を出していました
■10 遊歩道からマングローブを観
察　　（写真提供／Ｂ＆Ｇ財団） ■９ ■10 

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　
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婦人検診

　初期の乳がんや子宮がんは、ほとんど自覚
症状がありません。早期発見、早期治療する
ためにも定期的に検診を受けましょう。

■期日　１０月６日□月 、７日□火 
　　　　１１月２５日□火 、２６日□水 
■会場　総合保健福祉センター「ゆとりあ」

■内容　乳がん・子宮がん検診

　

寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
活

動
し
や
す
い
季
節
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
高
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
特

徴
で
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と

し
て
は
、
十
分
な
栄
養
を
と
る

こ
と
の
ほ
か
、
う
が
い
、
手
洗

い
、
そ
し
て
予
防
接
種
で
す
。

町
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
接
種
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
予
防
の
た
め
接
種
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

インフルエンザは
これで防げる ！

高齢者インフルエンザ予防接種

【対象】　１０月３１日現在６５歳以上の
人および心臓や肝臓、呼吸器など
に障害のある６０歳以上の人。
　対象となる人には、１０月下旬に予診
票などをお送りします。予防接種を希
望する人は、必要事項を記入のうえ病
院に持参してください。

時　　間接　種　期　間医療機関

受付／９時３０分～１１時、１３時３０分～１４時
※健診の込み具合により、多少お待たせする場合があり
　ますが、ご了承ください。

１１月中の月～金曜日
（木曜日は午前中）

名川病院

受付／１３時～１３時３０分
接種／１３時３０分～１４時３０分

１１月１０日□月 ～１２日□水 、１４日□金 
　　１７日□月 ～１９日□水 、２１日□金 南部病院

受付／９時～１１時、１５時～１７時
※木・土曜日は１１時まで

１１月中の月～土曜日川守田外科胃腸科

受付・接種／９時～１１時１１月中の毎週火～木曜日南部医院

受付／８時３０分～１２時、１３時３０分～１７時
※土曜日は１２時３０分まで

１１月中の月～土曜日小向クリニック

【
申
込
み
】
不
要

【
接
種
料
】
１
千
円
（
生
活
保
護
を
受

　

け
て
い
る
人
は
無
料
）

■問合せ先　健康福祉課 ☎ ０１７８・７６・２１１１

あなたの健康は
家族の笑顔につながります。

特定健診等・各種がん検診

　内容は、特定健診等、肺がん・結核、胃がん、大

腸がん、前立腺がん検診です。

■期日　１０月１５日□水 ～１７日□金 
■会場　総合保健福祉センター「ゆとりあ」

■期日　１０月２１日□火 ～２４日□金 
■会場　保健福祉センター「ぼたんの里」

健診を忘れずに受診しましょう

申込みをしていない人で受診を希望する人は、健康福祉課へ連絡してください。

■問合せ先　健康福祉課 

☎ ０１７８・７６・２１１１
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頑張る地方応援プログラム
　平成１９年度からはじまった「頑張る地方応援プログラム」は、

魅力ある地方に生まれ変われるよう独自のプロジェクトを展開する市町村に、

国が支援をするものです。

　町は今年度、６つの継続事業と１つの新規事業に取り組んでいます。

1 2 3

654

7

　自然景観や郷土
文化、農業を活用
し、首都圏等在住者
と地域住民の交流
を目的に取り組んで
いる「達者村」の総
合的受け入れ体制
の整備、交流人口
の増加、地域活力
の増強を図ります。

みんな元気に ！ ！ 【継続】

達者村活き活きプロジェクト

　新たな農業の担い手を確保し、
地域農業の振興を図るため、新
規学卒就農者、新規就農後継者
および新規就農者定住に対して
支援します。

新規就農者支援プロジェクト
 【継続】

　子育てしやすい環境づくり、地
域全体で子育てをしていく仕組
みづくり、正しい育児情報の提供
等により、安心して子育てのでき
る環境づくりと、
地域の子育
て家庭に対
する育児支
援を行いま
す。

子育て支援プロジェクト
 【継続】

　町内の各種団体にオリジナル
ごみ袋を無償で配布して清掃活
動を支援し、地域の環境保全の
重要性の啓発に努めるとともに、
不法投棄防止ステッカーを作成
し、町民と行政の協
働による不法投棄
の撲滅を推進し
ます。

清掃ボランティア支援
プロジェクト 【継続】

　全国に１つしかない町営地方
卸売市場を活性化するため、生
産者と一体になった地場産品の
ブランド化を目指し、農業の振興
を図ります。

町営市場活性化プロジェクト
 【継続】

　中学生の健診結果を基に、若
年生活習慣病予防のため、小学
生と中学生を対象とした学習活
動を行うとともに、関係機関と連
携して生活習慣病の予防および
改善を検討します。

若年生活習慣病予防
プロジェクト 【継続】

　南部藩に由来した駅舎に改修し、南部藩発祥の地・南部町を県内外に
情報発信することを目的とした「1192ルネサンス青い森鉄道線駅舎集
客プロジェクト」は、駅舎改修を先送りし、現在の駅舎を有効活用する
ため駅舎および駅舎周辺での地場産品の販売や朝市・夕市の開催等につ
いて検討していきます。
　また、農家有志で組織している農産加工グループの既設加工場増設
や、新規加工場開業に対する支援等を実施することを目的とした「南部
町産農産物の一次加工品需要拡大プロジェクト」は、昨年度行った消費
動向アンケート調査結果を基に、農家および農産物加工グループ等と
協働しながら農産物の消費拡大策を検討していきます。

「 １  １  ９  ２ ルネサンス 青い森鉄道線駅舎集客プロジェクト」および
い い く に

「南部町産農産物の一次加工品需要拡大プロジェクト」 【除外】

　中学生をアメリカ合衆国ハワ
イ州に派遣し、ホームスティ等の
研修を通じて訪問国の正しい理
解、英語への関心を深める一助
にするとともに、国際協力の精神
やバランスのとれた国際感覚の
かん養に努めます。

中学生海外派遣プロジェクト
 【新規】

南部町の「やる気」を国が応援



福地保育園

☎ 0178・84・4118

なんぶ保育園

☎ 0179・34・3034

チェリー保育園

☎ 0178・76・1115

あなたの子育て、応援します

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に

通っていないお子さんなら、どなたでも参加

できます。子育て相談や園庭の開放、絵本や

ビデオの貸し出しも行っていますので、お気

軽にご利用ください。

子育てサークル　　　   

にこちゃんクラブ
　　　　　　　　　　　　　

月曜日・１０時〜１２時

煙10月６・20・27日
※10月６日はお誕生会です。飲
み物とお菓子（100円程度）を
持参してください。

つどいのひろば（自由活動）
　　　　　　　　　　　　　

水曜日・９時３０分〜１１時

煙10月15・22・29日、11月５日

わくわくひろば（体験活動）
　　　　　　　　　　　　　

木曜日・９時３０分〜１１時

煙10月23日　ゲームで遊ぼう！
煙 　　30日　お誕生会
煙11月 ６日　体を使って遊ぼう ！

ぴっぴクラブ（体験活動）
　　　　　　　　　　　　　

木曜日・９時３０分〜１１時

煙10月 ９日　歌遊び
煙 　　16日　絵本の読み聞かせ
煙 　　23日　おばけかぼちゃ作り
煙11月 ６日　リズム遊び
煙 　　13日　集団遊び

こすもすクラブ（体験活動）
　　　　　　　　　　　　　

木曜日・９時３０分〜１１時

煙10月 ９日　クッキングー！
煙 　　16日　絵本の読み聞かせ
煙 　　23日　体育遊び
煙 　　30日　お誕生会
煙11月 ６日　切り紙遊び

サークルちびこす（自由活動）
　　　　　　　　　　　　　

水曜日・９時３０分〜１２時

煙10月８・15・22・29日
　11月５日

ぬくぬく（自由活動）
　　　　　　　　　　　　　

水曜日・９時３０分〜１１時

煙10月８・15・22日 
　　　　　　　　　　11月５日 

■問合せ先　財政課　☎ ０１７８・８４・２１１１公共工事契約状況

工　　期契約額 （円）請負業者工事場所工　　事　　名入札日

自：２０年８月２５日
至：２０年９月３０日

１,１８１,２５０㈲佐藤組下名久井地区五日市・助川線道路維持工事

８月２１日

自：２０年８月２５日
至：２０年１０月２０日

２,６２５,０００㈲夏善工業小泉地区白椛・小泉線舗装改修工事

自：２０年８月２５日
至：２０年９月３０日

１,１０２,５００㈲まべち興業南部地区全域南部地区道路維持工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１２月１５日

３２,０２５,０００㈱夏堀組鳥舌内地区日渡・青鹿長根線舗装改修工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１２月１８日

７,２６６,０００助川重機㈲沖田面地区南部下水管渠第１１号工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１２月２２日

５,００８,５００
西塚鉄工所　西塚徹
雄

平地区上名久井地区農集排管路第７０号工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１２月２２日

４,０９５,０００㈱山口製材所上名久井地区上名久井地区農集排管路第７１号工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１２月２２日

１０,４７９,０００若本建設工業㈲
上名久井・高瀬
地区

上名久井地区農集排管路第７２号工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１１月７日

９,１０３,５００㈱宮本農機平地区
南部町名川Ｂ＆Ｇ海洋センター暖房機
取替工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１２月１５日

１０,２９０,０００若本建設工業㈲下名久井地区ふるさと運動公園便所棟建築工事

自：２０年８月２５日
至：２０年１０月１５日

１,２６０,０００㈲赤石商事上名久井地区名川地区１３区５号防火水槽修繕業務

自：２０年９月８日
至：２２年３月２０日

４６８,８６２,８００
田名部・堀内特定建
設工事共同企業体

沖田面地区
南部町浄化センター（仮称）土木・建
築工事

９月１日
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　　　　１０月６日□月 　油川先生／１４時～
　　　　　　１１日□土 　工藤先生／９時～
　　　　　　２５日□土 　工藤先生／９時～

受付時間：月曜は１４時３０分まで
　　　　　土曜は１１時３０分まで整形外科

受付時間は１４時３０分まで
初診の人は１３時３０分まで眼科

外科、内科、循環器科、皮膚科、肛門科
アレルギ－科、歯科

診療科名川病院ガイド 問合せ先
☎ 0178・76・2001

青森労災病院からの専門外来診察日 ※都合により変更になる場合がありますので、
　ご来院の際はお問い合わせください。

先天性股関節脱臼検診　要予約

受付時間：１０時３０分から１０時５０分まで

　　　　１０月２５日□土 　工藤先生

　　　　１０月８日□水 　木村先生／１４時～１５時
　　　　　　２２日□水 　木村先生／１４時～１５時

要予約泌尿器科

　　　　１０月７日□火 　柳沢先生／８時３０分～９時
　　　　　　２１日□火 　柳沢先生／８時３０分～９時
　　　　　　２７日□月 　伊藤先生／１３時～

 国保に加入している

69歳以下の人

　認定証発行には手続きが必

要です。国保の保険証と印鑑

を持参し、健康福祉課（名川

分庁舎）で申請してください。

　自己負担限度額は入院時の

医療費だけです。食事代やベッ

ド代、パジャマ代などは含ま

れません

 国保に加入している

70歳以上の人および後期高齢者
医療の人

　住民税が非課税の世帯の人に限り「医療限

度額適用・標準負担額減額認定証」の手続き

が必要です。この認定証を提示すると、入院

時の医療費と食事代が安くなります。

　健康福祉課（名川分庁舎）で申請してくだ

さい。

　高額療養費制度は、患者が請求された医療費の

全額を窓口で支払い、後で自己負担限度額を超え

た分が払い戻しされるもの。病気などで入院し

た場合は、経済的な負担が大きくなり大変です。

　しかし「限度額適用認定証」は入院するときに

提示するだけで、窓口の支払いが自己負担限度額

までになり、後で高額療養費の申請をする必要が

なくなります。

■問合せ先　名川病院 ☎ ０１７８・７６・２００１

医療費の負担が少なくなります。
入院するときは、忘れずに提示を。

「限度額適用認定証」の手続き案内

社会保険など
の人

　社会保険や組合

などに加入してい

る人の認定証発行

につきましては、

保険証の発行元に

お問い合わせくだ

さい。
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日土金木水火月

12111098710月６日
ふくちアイスア
リーナ冬期営業
開始日
エアロビクス教
室

巡回バス（Ｃ・Ｄコー
ス）／水中運動体験
教室／町民温泉健康
法教室／水中ウォー
キング教室

流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

小学校水泳教室

19181716151413
エアロビクス教
室

巡回バス（Ａ・Ｂコー
ス）／水中運動体験
教室／ヘルシー塾水
中運動教室２

休館日流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

女性水泳教室

26252423222120
エアロビクス教
室
アクアビクス教
室

巡回バス（ Ｃ ・ Ｄコー
ス） ／ 水中運動体験
教室／町民温泉健康
法教室／水中ウォー
キング教室

流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

女性水泳教室小学生水泳教室
水中運動教室

211月１日3130292827
エアロビクス教
室

水中運動体験教室流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

女性水泳教室小学生水泳教室
水中運動教室

９876543
エアロビクス教
室

巡回バス（Ａ・Ｂコー
ス）／水中運動体験
教室／ヘルシー塾水
中運動教室

流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室
小学生スケート教室

女性水泳教室
小学生スケート教
室

小学生スケート教
室

運動と笑いで、
元気で健康な体に
バーデハウスふくち大感謝祭

健康増進施設のバーデハウスふくち。大感謝

祭では運動・温泉・笑いによって、参加者はみ

な心身の健康を図りました。

　

８
月　

日
、
恒
例
の「
バ
ー
デ
ハ

３１

ウ
ス
ふ
く
ち
大
感
謝
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
開
設　

周
年
の
特
別
企

１５

画
と
し
て
、
水
中
大
運
動
会
を
実

施
。
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約　
５０

人
の
親
子
は
、
プ
ー
ル
の
中
で
の

イ
ン
ト
ロ
当
て
ク
イ
ズ
や
風
船
割

り
レ
ー
ス
、
玉
入
れ
を
楽
し
み
、

場
内
に
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声

や
歓
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
戸
市
出
身
の
十
日
市

秀
悦
さ
ん
が
「
い
さ
ば
の
か
っ
ち
ゃ
」

に
扮
し
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

十
日
市
さ
ん
の
巧
み
な
話
術
に
会

場
を
埋
め
つ
く
し
た
人
た
ち
の
笑

い
が
終
始
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
日
は
、
入
館
料
が
割
り
引
き

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の

人
が
来
場
し
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

子どもだけでなく大
人も夢中で楽しんだ
玉入れ（上）　終始笑
いが絶えなかった十
日市秀悦さんのトー
クライブ（左）
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潤としょしつ通信
名川中学校図書室１階（☎ ０１７８・７６・３１２１）
休室日　10月6日□月 、13日□月 、20日□月 、24日□金 、27日□月 
　　　　11月3日□月 、10日□月 、17日□月 

新刊案内

福
地
短
歌
会

な
り
ゆ
き
に
任
せ
て
過
ご
す
庭
の
辺
に
水
引
き
の
花
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声　
　

川
守
田
慶
三

む
く
げ
垣
花
の
色
ど
り
様 
々
に
散
歩
の
足
の
軽
く
な
り
た
り　
　
　
　
　

石
塚　
　

守

異
常
気
象
に
克
ち
て
育
ち
ぬ
稲
の
穂
を
風
に
占
ふ
今
年
の
出
来
を　
　
　

大
久
保
雪
夫

こ
の
盆
は
前
ぶ
れ
も
な
き
同
時
刻
亡
夫
の
は
ら
か
ら
寄
り
集
ひ
た
り　
　

奥
寺　

睦
子

土
用
干
し
の
梅
の
香
り
の
ほ
の
か
に
て
三
日
三
晩
の
朝
を
迎
へ
ぬ　
　
　

佐 
 々

木
教
子

金
魚
絵
の
ゆ
か
た
を
装
ひ
孫
急
ぐ
祭
囃
子
の
響
く
広
場
へ　
　
　
　
　
　
　

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

戦
勝
の
提
燈
行
列
に
励
ま
さ
れ
長
女
生
み
に
き
昭
和
十
七
年

虫
み
た
い
と
幼
見
向
か
ぬ
桑
い
ち
ご
つ
ま
み
ふ
ふ
め
ば
幼
日
の
味

朝
礼
に
か
か
さ
ず
歌
ひ
し
「
海
ゆ
か
ば
」
必
ず
勝
つ
と
信
じ
ゐ
た
り
き

子
ど
も
ら
に
昔
話
を
聞
か
せ
た
り
行
儀
の
よ
さ
に
声
は
づ
ま
せ
て

百
余
年
老
舗
を
誇
り
し
卸
屋
が
灯
り
の
消
ゆ
る
が
に
閉
店
す

錦
木
の
ま
な
か
に
百
舌
の
五
羽
孵
り
葉
月
の
今
朝
の
巣
立
ち
さ
わ
が
し

六
人
の
介
護
師
さ
ん
の
勧
め
あ
り
て
車
椅
子
使
ふ
も
動
き
ま
ま
な
ら
ず

菜
園
の
草
取
り
せ
む
と
す
る
と
き
に
鈴
を
振
り
だ
す
朝
の
ひ
ぐ
ら
し

若　

草　

会

大
根
に
人
参
混
じ
り
発
芽
せ
し
風
の
い
た
ず
ら
つ
ま
み
て
間
引
く　

容
赦
な
く
年
・
月
過
ぎ
て
気
が
つ
け
ば
歌
よ
み
習
ふ
世
紀
に 
生 
む　

い
き

梅
雨
明
け
ぬ
積
乱
雲
は
輝
き
て
ほ
の
か
に
赤
き
合
歓
の
花
咲
く

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
歴
史
絵
巻
も
絢
爛
と
中
国
古
史
を
こ
こ
に
開
示
せ
り

深
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
の
ト
ン
ネ
ル
さ
み
ど
り
の
あ
お
あ
お
競
う
銀
河
鉄
道

ひ
な
抱
く
胸
の
温
み
を
知
ら
ず
し
て
郭
公
鳴
き
て
里
山
渡
る

 
鴨
卵 
の 
生 
る
る
親
子
の
鳴
き
交
す
稲
穂
に
隠
る
は
や
秋
立
ち
て

か
り
の
こ 

あ

世
界
一
小
さ
い
花
火
夏
の
宵
夜
空
を
焦
が
す
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

岩
舘　

す
み

大
羽
澤
榮
子

田
中　

と
し

馬
場　

敬
子

西
舘　

ヒ
デ

荒
木　

弘
子

馬
場　

あ
や

八
木
田
順
峰

山
下　

幸
枝

西
舘　

和
子

一
ノ
渡　

綮

立
花　

京
子

向
山　

敦
子

 
奥　

あ
さ
子

板
垣　

信
子

川
村　

綾
子

切羽へ
井上　荒野   著

静かな島で、夫と穏やかで幸

福な日々を送るセイの前に、

ある日、一人の男が現れる。

宿命の出会いに揺れる女と男

を、緻密な筆で描ききった哀

感あふれる恋愛小説。第１３９

回直木賞受賞作品。

時が滲む朝
楊　　逸   著

１９８８年夏、中国の名門大学に進

学した２人の学生は「愛国」「民

主化」「アメリカ」などについて

考え、天安門広場に行き着く。

大学のキャンパスで浩遠と志強

が出会った「我愛中国」とは。第

１３９回芥川賞受賞作品。

10 OCTOBER
6543213130292827262524232221201918171615141312111098
THUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWED

SG丸亀全日本選手権競走

蒲郡ナイター一般戦

多摩川
一般戦

住之江ナイター
一般戦

デーレース ナイターレース

GⅠ三国北陸艇王決戦

桐生ナイター一般戦GⅢ桐生サッポロビールカップ 桐生ナイター
一般戦

GⅠ児島競艇キングカップ GⅠ宮島チャンピオンカップ

若松ナイター一般戦

11 NOVEMBER

桐生ナイター
一般戦
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お 知

ら せ

　

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
絵
画
・

書
道
作
品
の
ほ
か
、
町
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
、
児
童
館
の
作
品
も

展
示
し
ま
す
。

■
期
間　
　

月　

日
□金
 

～　

月

１１

１４

１１

　

日
□日
 
１６

■
時
間　

９
時
～　

時
１７

■
場
所　

南
部
町
民
体
育
館

■
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
学
務

課
☎
０
１
７
９
・　

・
２
５
８
７

３４

　

初
級
ク
ラ
ス
の
教
室
で
す
。
ス

ケ
ー
ト
を
滑
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
　

月
３
日
□月
 

～　

月

１１

１１

５
日
□水
 

■
時
間　
　

時　

分
～　

時

１８

４５

２０

■
場
所　

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー

　

ナ
■
講
師　

苛
南
部
町
健
康
増
進
公

社
職
員

■
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

５０

■
受
講
料　

１
千
５
百
円

■
そ
の
他

▽
ス
ケ
ー
ト
靴
の
無
い
人
に
は
無

料
で
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

▽
手
袋
と
帽
子
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
み
期
限　
　

月　

日
□木
 

１０

３０

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

バ
ー
デ

ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

☎
０
１
７
８
・　

・
２
８
５
０

８４

　

南
部
町
と
三
戸
町
で
組
織
し
た

家
庭
教
育
を
応
援
す
る
グ
ル
ー
プ

「
つ
な
が
れ
っ
と
」
で
は
、
子
育
て

中
の
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
目
的
に
ワ
ン
コ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
。

■
期
日　
　

月　

日
□日
 

１０

１９

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１２

■
場
所　

ア
ッ
プ
ル
ド
ー
ム
（
三

戸
町
）

■
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

■
内
容　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
、
だ
が
し
屋
、
エ
コ
ク
ラ
フ

ト （
予
約
制
）
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト （
予
約
制
）
、
お
菓

子
づ
く
り
（
予
約
制
）
、
ネ
イ
ル

ア
ー
ト
（
予
約
制
）
な
ど

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
ぼ
た
ん
の

里
内
）

☎
０
１
７
９
・　

・
３
１
１
７

３４

　

背
高
あ
わ
だ
ち
草
で
染
め
た
生

地
を
縫
製
し
て
、
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

を
作
り
ま
す
。
染
め
方
か
ら
縫
製

ま
で
、
楽
し
み
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日
・
内
容　
　

月　

日
か
ら

１０

１５

　

月　

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

１１

１９

（
全
６
回
）

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１２

■
場
所　

チ
ェ
リ
ウ
ス

■
講
師　

草
木
染
工
房
｢
む
り
く

り
｣
代
表
・
工
藤
久
子
氏

■
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１５

■
受
講
料　

６
千
円

■
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、

裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

■
申
込
み
期
限　
　

月　

日
□日
 

１０

１２

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

チ
ェ
リ

ウ
ス

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
０
１

７６

開催案内

小
中
学
校
作
品
展

参加募集

小
学
生
ス
ケ
ー
ト
教
室

参加募集

マ
マ
・
パ
パ
フ
ェ
ス
タ

ワ
ン
コ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

参加募集

草
木
染
め
講
習
会

今月の納期

　町　 県 　民 　税  （３期分）

　国民健康保険税  （４期分）

　介  護  保  険  料  （４期分）

　後期高齢者保険料  （４期分）

　■納期限　１０月３１日□金 
　■口座振替日　１０月２７日□月 
　■問合せ先

　　税務課　☎ ０１７９・３４・２１１１

行政相談・人権相談

■日時　１１月６日□木 １３～１５時
■場所　福地公民館、中央公

民館、剣吉公民館（人権相談

のみ）、ぼたんの里

■問合せ先

△

行政相談は総務課

　☎ ０１７８・８４・２１１１

△

人権相談は住民生活課

　☎ ０１７９・３４・２１１１

information

南部町の人口と世帯数
（平成２０年９月２０日現在）

対先月比

人 口

男

女

世帯数

21,614人　
10,392人　
11,222人　
7,462世帯

（− 2 ）

（− 4 ）

（＋ 2 ）

（− 2 ）
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県下一斉　　　　　　　　　　

「秋の火災予防運動」 

　　　 １０月２０日□月 〜２６日□日 　

　これから寒さを迎え、暖房器具

を取り扱う機会が多くなります。

石油ストーブや暖房器具等の使用

前点検をし、使用の際は取扱説明

書をよく読んで安全に正しく使

い、火災や事故のないようにしま

しょう。

　「火のしまつ 君がしなくて 誰が

する」の統一標語を合言葉に、火

災の犠牲者となりやすい子どもや

高齢者、大切な財産を火災から守

り、火災の無い住みよい町を目指

しましょう。

　住宅防火 いのちを守る

　　３つの習慣、４つの対策

３つの習慣

・寝タバコは絶対やめる。

・ストーブは燃えやすいものから離

れた位置で使用する。

・ガスコンロなどのそばを離れると

きは、必ず火を消す。

４つの対策

・住宅用火災警報器を設置して、逃

げ遅れをなくす。

・防炎製品を使用して、寝具や衣類

からの火災を防ぐ。

・住宅用消火器等を設置し、火災を

小さいうちに消す。

・お年寄りや身体の不自由な人を守

るために、隣り近所の協力体制を

つくる。

■問合せ先　三戸消防署
☎ ０１７９・２２・１１４０

　

町
体
育
協
会
で
は
、
次
に
よ
り

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
を
行
い
ま

す
。

■
期
日　
　

月　

日
□日
 

１０

２６

■
時
間　

９
時 

試
合
開
始

■
場
所　

名
川
中
学
校
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
種
別　

男
子
個
人
戦
、
女
子
個

　

人
戦
（
ど
ち
ら
も
ダ
ブ
ル
ス
）

■
参
加
料　

無
料

■
対
象　

南
部
町
在
住
ま
た
は
在

勤
し
て
い
る
人
（
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要
）

■
申
込
み
期
限　
　

月　

日
□月
 

１０

２０

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

名
川
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
柳
久
保

（
☎
０
１
７
８
・　

・
３
１
３
７
）

７６

ま
た
は
健
康
福
祉
課
・
久
保（
☎

０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１
）

７６

■
期
日　
　

月　

日
□土
 

・　

日
□日
 

１０

１８

１９

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１６

■
場
所　

そ
ば
の
里
「
け
や
ぐ
」

■
内
容 　

か
け
そ
ば
・
そ
ば
も
ち
・

青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
の
や
き
と

り
・
そ
ば
か
り
ん
と
う
・
地
元

野
菜
や
果
物
を
販
売
す
る
ほ

か
、　

日
に
は
南
部
手
踊
り

１９

シ
ョ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

そ
ば
の
里
「
け
や

ぐ
」

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
６
０

７６

■
期
日　
　

月　

日
□月
 

１１

１０

■
時
間　
　

時　

分 

開
会

１２

３０

■
場
所　

八
戸
市
公
民
館

■
内
容　

講
演
「
自
殺
未
遂
者
の

ケ
ア
を
考
え
る
」、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
自
殺
対

策
を
め
ぐ
る
医
療
・
地
域
の
連

携
を
目
指
し
て
」
な
ど

■
問
合
せ
先　

青
森
県
立
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
・
７
８
７
・
３
９
５
１

　

毎
年
発
生
す
る
農
作
業
事
故
の

う
ち
最
も
多
い
の
は
乗
用
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
事
故
で
、
全
体
の
４

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

故
で
命
を
落
と
す
人
の
約
８
割
が

　

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

６０
　

次
の
「
農
作
業
安
全
６
つ
の
誓

い
」
を
守
り
、
地
域
み
ん
な
で
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

①
周
り
の
安
全
を
確
認
す
る
。

②
安
全
フ
レ
ー
ム
、
キ
ャ
ブ
を
装

着
す
る
。

③
ほ
場
へ
の
出
入
り
や
、
う
ね
越

え
は
慎
重
に
。

④
道
路
等
の
走
行
時
は
、
ブ
レ
ー

キ
ペ
ダ
ル
を
調
整
し
て
連
結
す

る
。

⑤
調
整
、
点
検
、
詰
ま
り
の
除
去

　

は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
行
う
。

⑥
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
服
装

を
す
る
。

■
問
合
せ
先　

農
林
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
健
康

１６

６９

な
人
に
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
期
日　
　

月　

日
□金
 

１０

３１

■
時
間　
　

時
～　

時
、　

時
～

１０

１２

１３

　

時
１５

■
場
所　

福
地
公
民
館

■
そ
の
他　

安
全
で
責
任
あ
る
献

血
を
お
願
い
す
る
た
め
、
受
付

時
に
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

　

認
が
で
き
る
も
の
の
提
示
を
求

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

参加募集

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

献血案内

献
血
に
ご
協
力
を

開催案内

そ
ば
の
里
「
け
や
ぐ
」

新
そ
ば
ま
つ
り

事故注意

農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

開催案内

青
森
県
精
神
保
健
福
祉

大
会
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事故防止

水
路
、
た
め
池
で
の
水

難
事
故
を
防
止
し
よ
う

　

全
国
で
水
路
や
た
め
池
で
の
水

難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
水

難
事
故
は
油
断
や
過
信
か
ら
発
生

し
、
自
分
や
家
族
の
大
切
な
命
を

奪
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
水
難
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
水
路
や
た
め
池
の
所
有
ま
た
は

管
理
者
は
、
安
全
点
検
と
事
故

防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
子
ど
も
た
ち
が
水
路
や
た
め
池

で
遊
ば
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▽
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
看
板
や

フ
ェ
ン
ス
が
あ
る
場
所
に
は
、

町営地方卸売市場販売状況（８月16日〜９月15日分）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

13110615,207143,281サンつがる

899210,022109,313プレコース

11511812,441105,786バートレット

111795,47068,916八雲

123801,82922,991幸水

1261447,55552,439キャンベル

104811,47418,157ポートランド

2181829,82153,888川中島

1871651,98812,085大久保

1241383,83127,850あかつき

57493,09463,105大根

1352483,94515,888ゴボウ

20814916,550111,300長芋

7131,229112,80191,806にんにく

71381,45437,940キャベツ

2401537,00145,772ねぎ

1131197,56563,601きゅうり

148902,44627,061トマト

4433022,4097,981ミョウガ

●今月の休場日
　１０月５日□日 、８日□水 、１２日□日 、１３日□月 、１９日□日 、２２日□水 、２６日□日 
　１１月２日□日 、３日□月 、９日□日 、１２日□水 
●シール等による出荷者番号の表示をお願いしています。詳し
くはお問い合わせください。

農産物のマークは、農家の汗の結晶です

　農家の人たちは、消費者の皆さんが笑顔で豊

かな食卓を囲むことを願って、米や野菜、果物

などを土づくりから取り組み生産しています。

　制度の条件をクリアした農産物だけに貼るこ

とが許されたマークがあります。店頭などで

マークの貼ってある農産物を見かけたら、それ

は農家の人たちの汗の結晶。心を込めて栽培さ

れた、おいしいしるしなのです。

　

■問合せ先　農林課　☎ ０１７８・７６・２１１１

　

子
ど
も
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先　

農
林
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

安
全
に
検
針
す
る
た
め
、
メ
ー

タ
ー
の
位
置
か
ら
離
れ
た
場
所
に

犬
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鎖
の
長
さ
や
ゆ
る
み
等

の
確
認
も
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

東
北
電
力
株
式
会

社
八
戸
営
業
所
料
金
課

☎
０
１
７
８
・　

・
５
６
２
４

４３

　　　　　　特設行政相談所開設

　財団法人　　秋の行政相談週間にあわせ、

　　　　　　特設行政相談所を開設します。

毎日の暮らしの中で、行政に対する意見・要

望・苦情をどこに相談したらよいのか分から

ないで困っている人は、お気軽にご相談くだ

さい。

■期日　１０月２３日□木 
■場所・時間

■問合せ先　総務課 ☎ ０１７８・８４・２１１１

エコファーマーマーク
　法律に基づいて、土づくり・化
学合成農薬の低減・化学肥料の低
減の３つの技術に一体的に取り組
む生産者が生産した農産物です。

特別栽培農産物認証マーク
　その地域で一般的に使われてい
る栽培方法と比べ、化学合成農薬
の使用成分回数と化学肥料の窒素
成分量が半分以下で栽培された農
産物です。

有機ＪＡＳマーク
　たい肥などで土づくりを行い、
３年以上農薬や化学肥料を使用し
ていない田畑で、基本的に農薬や
化学肥料を使用しないで栽培され
た農産物です。

協力依頼

検
針
業
務
に
ご
協
力
を

時　　間場　　所

１３時～１５時剣吉公民館 町民室

１３時～１５時ぼたんの里 相談室

１８時～２０時福地公民館 談話室

informationお 知 ら せ
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お 知 ら せ information

おはなし会

　未就学のお子さんは保護者同

伴でお越しください。

■期日　１０月２６日□日 
■時間　１０時～１０時３０分

■場所　名川中学校図書室１階

■問合せ先　教育委員会社会教

育課（ぼたんの里内）

☎ ０１７９・３４・３１１７

川
柳
ま
べ
ち
吟
社　
　

題
「
効
果
」

特
段
の
効
き
目
を
み
せ
る
鼻
ぐ
す
り　
　
 

カ
ラ
オ
ケ
の
エ
コ
ー
音
痴
も
恵
比
寿
顔　
 

小
遣
い
で
釣
ら
れ
る
う
ち
は
可
愛
い
子　
 

ア
リ
バ
イ
に
お
互
い
友
の
名
を
借
り
る　
 

根
回
し
が
効
い
て
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
七
拍
子 

古
い
よ
と
親
の
説
教
効
き
目
な
し　
　
　
 

す
ん
な
り
と
事
が
運
ん
だ
袖
の
下

野
田　

敏
子

小
笠
原　

覚

堀
合　

寿
江

河
守
田
唯
志

田
中　

久
子

久
保
田
芙
美

出
町　

國
子

編集後記　今月号の原稿を印
刷業者へ渡そうとしたところ、パ

ソコンで入力したはずのページが

なぜか真っ白な状態。レイアウト

もはっきり覚えているので、入力

したのは確かなこと。ミステリア

スな話ですが、もしかしてあれは

夢の中での出来事だったのでしょ

うか。　　　    　　　　　（と）

遭難注意

き
の
こ
採
り
な
ど

山
の
遭
難
に
注
意
を

　

県
内
で
は
毎
年
、
遭
難
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
き
の
こ
採
り

な
ど
で
山
に
入
る
と
き
は
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
家
族
や
近
所
に
行
き
先
、
帰
宅

時
間
を
伝
え
て
出
か
け
る
。

▽
単
独
で
の
入
山
は
事
故
に
あ
っ

て
も
助
け
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
一
人
で
山
に
入
ら

な
い
。

▽
気
象
情
報
を
よ
く
確
認
し
、
悪

天
候
で
の
入
山
は
し
な
い
。

▽
入
山
場
所
の
地
形
を
よ
く
確
認

し
て
山
に
入
る
。

▽
が
け
や
急
斜
面
で
は
無
理
を
し

な
い
。

▽
方
向
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、

テ
ッ
カ
ー
を
山
林
や
農
地
に
行
く

軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
貼
っ
て
い
た

だ
け
る
町
民
の
皆
さ
ん
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
期
限　
　

月　

日
□金
 

１０

２４

■
ス
テ
ッ
カ
ー　

縦　

㌢
×
横　

１５

５０

㌢
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
は
が
し
や
す
い
の

り
で
作
っ
て
い
ま
す
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

環
境
衛

生
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

８４

　

三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
目

的
と
し
て
集
団
回
収
助
成
金
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
を
ご
み
に
し
な
い
活
動
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
登
録
団
体　

町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

　

世
帯
以
上
の
団
体
。

１０
■
回
収
資
源　

古
紙
、
ア
ル
ミ
缶
、

ス
チ
ー
ル
缶
。
た
だ
し
、
ア
ル

ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
だ
け
の
回

収
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
支
援
金　

回
収
量
１
㎏
あ
た
り

５
円
。

■
問
合
せ
先　

三
戸
地
区
ク
リ
ー

　

ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
９
・　

・
２
１
１
３

２５

　

木
の
伐
採
か
ら
住
宅
の
建
築
ま

で
の
過
程
を
見
学
し
ま
す
。

■
期
日　
　

月　

日
□日
 

１１

３０

■
時
間　

９
時
～　

時
１６

■
見
学
場
所　

森
林
伐
採
現
場
、

製
材
工
場
、
住
宅
建
築
現
場
、

完
成
住
宅

■
集
合
場
所　

八
戸
合
同
庁
舎

■
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

■
参
加
料　

無
料
（
昼
食
は
持
参
）

■
申
込
み
期
限　
　

月　

日
□火
 

１１

２５

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

三
八
地

域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
林

業
振
興
課

☎
０
１
７
８
・　

・
５
１
１
１

２７

参加募集

県
産
材
住
宅
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー

　

む
や
み
に
進
ま
ず
引
き
返
す
。

■
問
合
せ
先　

農
林
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

悲
し
い
こ
と
に
、
町
の
山
間
部

や
道
路
沿
い
に
は
家
電
製
品
な
ど

が
不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

捨
て
た
人
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が

料
金
を
支
払
っ
て
ゴ
ミ
の
撤
去
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
と
い
う
許
さ
れ
な
い

行
為
を
な
く
す
た
め
、
町
は
公
用

車
に「
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
不
法
な
投

棄
を
未
然
に
防
い
で
い
ま
す
。
こ

の
効
果
を
倍
増
す
る
た
め
、
ス

協力依頼

不
法
投
棄
防
止
ス
テ
ッ

カ
ー
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を

すこやか出前健康相談

■期日・場所

△

１０月１０日□金 ＝町営市場

△

１０月２７ 日□月  ＝保健福祉センター
「ぼたんの里」

■時間　９時３０分～１１時３０分

■内容　健康相談、血圧測定、　

　体脂肪測定、腹囲測定、健診結

　果の説明など

■問合せ先　健康福祉課

☎ ０１７８・７６・２１１１

集団回収

名
川
・
南
部
地
区
の
人
へ

集
団
回
収
助
成
金
制
度
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